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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行で鈴木雪夫、竹内情、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビュニの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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損平 そ牝では始め壬寸、初カに未田形工に簡単に打伺

いレてこ／／ので仰、畠ムであ、左工れで仰・ψてず。
ど・い・・㍉

米田 ／909舛笈工れで、高等学夜キ象っるエで畠ムて“て。

逸平 官ム高箸学徒、それ中ら京都た学の諺し学’にいらブ

ーレぐった。

米田 はい。

面子秋率菜（／9妙）なぐって刀・らは一一・。

畑千葉一県で1午朱ノ中学枚の触をヤクよしで、そ
・札から海軍絡理学枚に綿ヱで／／年舳㍑レて、終戦

によ・て浪人に官つエレたから、家荻の疎開知の獅丑の
富ムに行乏エレた、

 官ム高等学校から、帥ん何レている、塔ルで／lれ
ら手伝いに来し、といわれて、そのユエて帆るで“ろとあ・そこ

に動ねレて冨ム大学に剛ヱした。舳ころの新舳
田劣・の大身とレ、うのは、あユ2あ・全レろ＜q炉つたでプ

船。そルで橡浜が峡川ぐんが柔い采／／と／lわれるので1

あη当時としては相当思い切7て梗浜へ企エレて、来て
よ力）っにと恵一フてレ、工寸。

 穴れで・4舛閲梗浜紅た学に川エレて、それ炉タ∠女

歳定年で榊て、目手工吏木学に行け年間、この3月
（／9肋舛）にあでたく。孝タに足利（σつ帥て“マ。

伍離足坪は7・ノ歳で仰。
米項 ん．ん、

研砿の紬、ユず榊の統計の房囲馳いい汀
勾・、京癖博。・一・。

米田 予水力、全く仔4）ったヒいフていいくらレ、σんで寸。
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レ中レ、いふでいいエ．寸レ集中詣二義ヒいい工寸力）、易。

ころ特別体紗いう姉でしたが、保触祉の、伺尿艮
ちっ仁力・もμしたヴ”告、脇野工外いラ方が、初
カが碓牟、未坪力、純計、その未年が保艮孜学といラ講義

乞ψよレ～z乳間だっ甘党ルて川μんが、冬
の材みの初めに伺盈間ヒいう告。て“ほ書レ、、どルくらい

ぢつた雌義をヤつまレた。キ象したら学校肋真にな
るが、易bレ、ほ保民会社へ竹くが、その2。通一づち’といラ

ニヒ皇靴ユしけら、伽帥甥いψヴなノレでマ。
函手 そ牝ほ拠学科の学入封家一でてが。

未阻そラて“す。

紳そラすμ、聞く学灯れl／・…一て
メ（田 少’σい。」L笠いいユ！㌻と、グ（レて感銘受プ’口がフ

㍑でて。㍑一書奉皮にその狙が、紀計の紛にこ
畑’ラはカイ・フッラィンブけソフgノングμし）わ
μレた。ガブ’・フッティングヒレ＼ラのは佃・ったヴ

〃ポすンプソンクか柵ら鮒った。辛菜レて朽
ぢ／し舳伽って（ヱしたが、その綿に仁レ押ソフ。

ソンブ惰は畑かっμ舳工で。
師畑いで碍だ炊つレやイルで7か。（笑）
米田 えん。

 そオしガラ払、純計力＼勉強レたいヒ思フたのは、キ泉レ

て朽／坪戸か2坪目か3年日柱の虹、‡紳東レて
間合言いころに岩衷カ・らr叙学講庄一だつ仁ヒ、もい工す、

全集物が余エレたね、泉工在ヒこれはほとんど同時ぢフ

たでマれ。

雌叙ゐ力は美雄よノ穴脈でレ／・ね。
未田夫立の乞更イ㍑に、岩纐．ば左小qくて買ん
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σつ）ったのですが’、その中て一威貴清杜ぐんが孝乃つれだ徴

ヨ星糸も討」を言元みよレでひ：’つくノしだノ（ノて“了よθ循久分力才至

式’σん炉使フてピブノニ／のカ！ブのガ殺をいラいラηつ

て、そμ’糾しラレ／と，舳ハて、母校の徹に、統

打勉微しらい㍑ヴμも、権といラ紐柵知ら
㌃いし、ブ札年逸打れ鶴してく㍑／化／／ったタ、
方よ力の知事の安11戦・ろレバレ1乃・、種浜1打ぐ近く

舳州仰ぐいとい七れて、系外㍑着／）でくμい
、たら、そんσものは妥タぬ、松孝小竹プといったとい

フい引込受ヴてくれろといラんでプ。〃ど神州い
州㌦馬った。そうしたら後に㌃フて、あ2人は非串に

仲が馬い川うことがわヵ1つて、（夫ゾ

画手餌一一？
米田鉢二θ
ノた藤 京稗にはどうもそうし）ラ人が〃い㌃、園（んと…

“’

面子 京癖；のとその指導承官は…一・7

来損 松幸先丘。関数訪の先生でブれ、㌃セ沖悪いのに

推薦・した舳・れて、何ご微理執計舳肋がれ
炉つピとと、その二伸オ紐か亙探知、てし）ろ川
寄1リぐんともう／人、ム内蕾くん、狗ヵ・むず中レい字。

’…’い ﾆ

伍簾アレル。千が篤で子か，、石㍑鳥と考レ1て、了じ

ル、了じ／レといってあリよした。

米田 専川1づんのところに朽って、「ノ＼イオメトソカーを

交互に統ノしで解説でろヒいラ安川1先生。ゼミをやっても

クったわヴで．7、それσノにあもレろレ、と足し、エレたヴ．

れども、目孝純計学会では全祭1別のガ馳／／ラ感じがし
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よしだ仏。安川くんパ日孝純計学会へ私を違ノれてい乃・ル

て、いカは腰てんラヤくのよウ篠こヒをずクビ純ヴてし＼

仁わヴで了。で了～、専川いんのし／っ仁こけ私のこ
μ川、伽く！／一にヒを年1いんがし／フけ．もって

いる人がよくあソヱすθ

＜っ乏も公鼠で青ム（博次旅ハん‘（瓜って、！締に

枇なが帰ム｛んから・イキソスベレ／っ竹かμルて’’

刊・几帥ψて、κ牛川ぐ〃聞落、帥以レ／工
しト、（幻

 二字秦二してから告京声βの糸丸計はす㌧ヒ、がな2二良くな力つ

つμ、もい灯、伊藤細ん携迎カレた舳、伊鰍
んに算会のど之聞レ／たら、松本紐に引、張ルて生

んμい、て川ました。何込舳ころレパレ1て｝子
か。もっと老い人に聞か㌃ゾればわ乃・ソェ七んヴルビも
准。

面子 京沸のころは、非久孝先立メ外は菱だ学の牝炎は・…、

太田散篠は4人てした。そのほつ・に園工迄、一恭舌い
方は狛損健絡、残伺刀両汽足右。数学でそ〃危美方はや

づばμ〃純計に関心あ、衛レいでマね。
松千 劇さんが非串にあフたんでてよ。

伍簾園ぐんほ歓雌牝非亭に壊未を持㍑てあ・つて、
水谷（一雄）ぐ／（ノが糸櫛へ乍って頃イんの相等乞受プた

とレ／ラニ㍑伽ん中ら聞レ1た二とかあるσ。
未一田 水谷くん、ずいぶん長い閏禾禅の研私真に鬼ラて

みられよレた、ぢヵ）ら私は、才略ぐんほ敬学科匁身の方

だと息って・し、たんで’すよ。あのこ〃匁研イ艮なのに、ネ中

戸カ・ら5く来てあ・らルたんです船。

佐藤し沖、木ソト、
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 私は水谷ぐんはあ各ノ敬一字のことをふく知フていろ、

オレ仁ラよノ敬学ふ＜で灸るなと思、仁ので水浴くんに、

叙学れ1二どこで勉強レたと聞いたら、京癖へ乳って園

く／しに稲靴釘た。固くんは数理経済に非率’に壊紬

持フていk。俊には牝蝋計に毛瑛昧を持だルて、ご承

知のと川、純計維の幸舳ころの参与K”㍑。
未旧 そラで7が。だち学左や彦いラ室には、オレは雇卒

嘩昧鋪っていれし／ラ怒紅全紙ぐれ帥・つたで
プね。

 ばくは肋左ばこ桐っつだんで了、伺というがいつ缶

赦馳レてし1枇五で、そルぢヴでμて、ぐパいい
工し段中講義一ぞ来ル鰍鮒丘の講紀聞いてあユ

ノ＾しラく帥フ帥ていて・得フ道に脱ルグ好
がら一紬、園紐レ綿に歩く学㍑カイに！／啓
炉フたのでて。みんはこノわいヒいって初カカ・タ地1ブ．“てし＼

たρどラいラ。わヴ力、私ばばソしゃソレていたゼい力）’香看に

歩いて、・確率とは毛つとμし多いが以、てしψプル

ど’・ヒちいヒし！つい、ヒうとれ講説伽エレ（、

クラシッ〃碓郁一、奉助雇キは川グ比ク仰
がらどラしラビいわれ舳で’て。門以て別水追に来て、

徹ばこフ引二価ψろ、ばくlJこ1巧に行くどいラ’の
で「ビラ杉一」いフて二ら1じ’ざレて別れたウ．光し・ど台、穿ブ≡：二

九工はレゼベっているので寸。（史ノあわててくばに竹ラ

たら、ピクル話小㍑った。その徒！書4、仏レ1フ
てみたけれど杉、何台いわばい、こわ＜（、それ以米企

愁1ば炉の人よジれワヒほ“くげがこ桐フつたで子ね。

そ仙・ら松孝徹も、「バイ才メ←ソ月一川ラ雑維
買んと伽・〃（にし1わんたんで7、「それは託んでいよ
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す」川。て二んで了パ、そういうところを見れ、教ラ
カ・知クて／咋んで“。ヴμも、左然そラいラ気配見

せなレ、、純計左勉致レいいというこけ学炎に1ユいわ

ブJい、

 面内一元美はこれは幾何の危左で、絃η・ぐを兼ねていて、

紙れ＼くでも！人前にヤってし1る人σんでマ。二の力は、

磯貿ヒレ、ラ非常動の先生をオレが違。れてぐたんぢヒし1つ

ていエした。と“ラいラ関々、力・、学校鮭4・伽柵ソ呑

せん小＼ヤつはリ幾らか純計にほ閑～舳フたらしいで’
！〔ブ水しとも、ラつがノした＝一ヒほいヌノqいと、笥っていた

舳・、学生には全然そういラ気配1汀ぐ牝帥つつ仁ρ

率菜像も私蜥酪によ＜追州て何ラたこと小〃プ
れども、易の知真の統計の話は、やってふ・ヴといラぢウ’
て“ｾ帆Mでて。
両手 た学には「ベイオメ←ソカー㌃ん力・あフ仁かプで

ソ’いよ巾・、

未函あ1仁らしいで子ね。’
 ・バイオメ←ソカ」て．ユ・毛し州舳、解兵学枚に
森重雄しレ／うのが・い仁ルで了。この人は非亭に純計に熱

心で、θ孝糸記計学会に毛）＼っていた人て11、いフ”間にカ・

本乙しよレはし欠カ＼、、こ一の人が江田島で’ノ人で’約計勉強

レて、歌予中に丁仰促って海軍パ雷の命打舳に
一フいてン研究しア三」いフていよした力）ら、相当1勉6象ぐルした

んでてね・「ノぐイオメ1一ソカ」を見てネ1刀めてゲ0っ仁といラ

ので了が、その「バイ才ハーソカ」ぱ個人で1衛が帥・
杯入らσい、兵学徒にはない。似’れ林労働希学

締所に竹クて見μい・㍑／lラんで㍗・毎跳
ユノが1ブで竹つ仁そラで了ρ
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 ヤラしたタ．、局呪所であユノ利用してσがったらしい
でてね。図書館の人が、予ん㌃に智適未σし／で亡いいて’’

㍗、持ってい何ていといわ叶、／失）こl／｝孝首に

極秘中の極秘てuしいれ。予れぐらい仲5くワク徴い
うので↑。労働科学府肺では純計小人要けいうこと

で、純計に火阜収取比れ外国人に荻わって循〆
んビと乱り想体し二7小仏、持ってい（σてし、よヒし）わ

札に、ヤこt嫡卑の律儀くで待ってい市いで、批行
っ…しいてブがね、／幻

佐派「ハーイオメトンη。ば〃膚ケそラバつブニに帥フ

つたで子ね。わメ札わルれ理希木学、石れい酵がそ

ろってしはしたが、「バイオメ←ソカー湾力っつたのて7、

舌しあフたラ、ぼくも色ラ少し利口にσつト．んでブよ。

こ失フ全然”／、むしラは介〃学科に、文科の1方にあフ

たの／1・古しルユτん。ヤれ力・ら生物ヤ何年／こむ名フた”

ノつ・缶レ4し二てん。もしカフしたら生物ρ方に仇討やるJう

タノ。小し＼σいし、てれ力）ら・今度は。）わ4名「スタディス

カル・ノヤープ’ル、「ジャー才ノレ・才フ．．1スタフィス〃ノレ

・フノンェーンヲン’」、ああし、ラ合のはあソニセんじ、と

に一、つ）＜「ノくイオメ←ソカJはほとんど㌧全国で’2～3η芦ア，

ぐらい、あっても農等試、鮒で砺〃ハニ石つけ合
けは亡んが、そ刀必ち5っとわヵ・ノニセん、

．木田ヤノい、高い㍑で．はσ川エす㌃んでマ炉ね。付し

左利刑しJラビ7る人が少σつ・った。

伍脹 託む人がっつフつたんだと、くじは了オ）、．

木田 海軍と労働科学ノ研究所といラコンビ外み合しろい

ビーいで作、しれ戦予中ね。（失以失！）したね。
両手経理学校でほ別に紀訂の講義といラこヒは・一・？

              ？
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太田～ら』しました。．
函干 純計の講一義」とレ、ラのほ、数学禾の方で｝はほがのと

ころで肌炉イカ・ら、けが茅／れやσいで子炉。
米田そのごザ紋理紙計学几名レ／た孝で、こμ成’
重1うんの才ビったかヂれのオだったヵ）忘れ工したη＼’、1’平

月一とパ中来値∫か釈∫相関イ腺・これで終わノとい一
ラオで’、重々た微蛾、討」銘打つ仁れくくんあ／ユ

しkパういラ時代だ’フたんで子よ。

伍瞭いよの岩浪の雛の中の威賃ぐ〃「釈理軌訂乳、
こル1ま数一球純多す学と銘乞むつてレ）て、中ほ爪侍フンクェ

ンシー ・カ1フ’一貫 コー ソ レ1ンヲン rク！7正一スのこ

とが主でてれ、

未直 そラててが。成貴｛んのあ以レにほ、詳しいことほ

L・ダ’一いのオ減れ者／）て紬。

伍策「フンクエンジ・ザブ㌧了パ・ユーソレー
ン’ヨンJ。

米田それ桝に入ら肘つに。そ仙蝋しいヒ馬フて
作ら女年目ぐらし、に、古ノ奉屋で手に人つ圭した。

伍葎そ札ば伺・年ジろで↑か。昭肴／o年こいろか仔。

米喚名東の柵・余てカ・け年肘’仁ってカ・ら、やっと
買いよした。

／鎌そラてれ肋／0年郁支μ、
米田μ充った〃刈いですが。（失）
伍縁私はあ舳持ってレはレた、手形に置いて始終参
考にしk。
米田 準率Kうれしカっつにんでマフれ・ども、読んで’みだ

ら、木孝〆みどころ1衛ん好成童くん小着いてし工ってレ、

るので一’大してう水しレくテ5力）つブこ。 こん㌃んケら、わざオフ
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ざ跳けが、て毒ノ∫く土用帥・つ㍑，もいユした。

 そ札炉らその逆。の話小、こ仙津川■んに勧ハられて

エールの赤いオ、あ㍑託ルて木更レ／い影爪。㍑1
あの中て’’「ユニバ㌧又・ホピ少レーンヨン」ピいラ言栗

が柳”カ・ったで子ね。才をしヱいよで．統むラ5には

自警1に仙っつてうよ了。森田（像4之んの才乃・伺乃つに

．母集団」し）ラ言葉ヵ仏ていて、あ、これだ上思フたでマ

船。こル1まいい乃荊でマね。

イ往撮 ユニバーす1レ’ポピェレ！ンヨ／、ユニバ’スと

松レーン1ン、追った意味に使っていμラK‘’己いよ
レヒ仏。、

米田無限本集団にユニバイ乞使イでレ5う。ヤブ
はノニ」ニノぐ一又ヒし、う菜語には、そういう毎限の舌のの

紅ノ川ラ煮・昧州ろん㍗ラズ林。ビこかて“末文
の人が青いているの室見た二と小あノエて。
 利ノしで、エールの才左託ルで’レユクた使で’、森敷樹く

んの劫ψピ抗計学机謁。で仲ρ

佐藤「紬対概札れ舳灯ね。
米田 あル中レわヴ盤いヴれビ台．、し工いよて“託まq乃）

ったので’マ、初カの方読⊥ん／で、ユ！ノレにノ多いてあろのヒ

回け刈いヵ・1レヵフも訳語が伺だカ・桐っハ（く＜て・

ユー／レ虹捺託んぢ方が切1ソよヵ・ったと．もってヤガて

しよった。あヒの利仰れば’、台つ川いご影いて劣
った舳・もじれqい力でて。そラいう時代でてよρあの

ころは本カッ側っっけで了よ・
佐藤ユー1レ乞千軟ぐにしてという力・ユー／レ丘、純粋の

鋼欣じヤ舳ルけ、木伽淋にレけのだ’｛
たれ翻牝して、麻糾意味での棚μバいカ1台しれ
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σ・いヴμも、ユあ衛。．
未頓 穴の森敷倒くん■の才は非宰に広く詠まれ仁らしい

で．すれ。

預平脈ぐ〃／／ラカは、佐鮒生カフら妙は伺った
ので’寸が一とういラ方でI了乃つ。ヰ川にんとカフ、ふ人柄の’

ようqこけラ5つと一・・。

未田成紅ん脇脇レくつψフていないので’刊＼
先ほど中レユし仁兵学枚の森色．杜氏に聞ぐ‡マヒ、ロン

ドン尺学のカーノレピアノンのところに竹フて、ピフノ

ンカ・ワソ7エンソ〔力一フ’’パ吏孜のやっ左往工1ブk．

Z更牧のやっ豆つく灯二い、しかし、ηノバ身ベラ
ユ＜いパいといういに、戊噴にやれたらぐっとや
フちゃ’ハニ1’ �ｦに驚い仁」いラ詰を、森（／しが奉加爪

学の学生れ之に鰍、紅枇久に聞いμいっていエ
フね。

師森亀藤川う方は束〃。身で子力・。
米田 東地タ、身てマれ。私よノポ卑弁工の人で寸。

 ロンドンた学に竹、た人ば肌の丸、どラいう根本行
んで’！㌻乃）。

伍橡こ出払ち∫クビはク（ノはいのて“↑小’、どう

毛一森初力に子コブたのが安1いんじしゃ帆1力作」、もラん

で■よρ〈れカフラノ成噴（ノ1ノ、φω朱（時童）くん・、文し藤て

んρこれ・ばrバイ茅メ←ノカJ主調べれぱた侍わカ）ろだ
ろラし，もラ、

未阻 並し張ぐんのは私にはわヵブソまセんプれ・ビも一ノトリ

ぐんが成貴ぐんよノ打／といラごとは／／よの話で州・ろ

のでて。安川1ぐんほ／吏敬のピ了ノンケタイフ㍉（稀カレ
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て、向こうで・学阯つ〆んで何。／鰍でさ工か一で

しエフて力・う成員くん行小〃がら、何次でしよう

仙如紅んが新レく（、イ鎌肌がそのピ了ノン時代
が終わっ’て刀・ら承和に行力・れたんでしょう。

佐藤そラて汀伽れて恐らく幸後でし手ラ、桁が
鈍いてずっとギャゾプかみン‡しτ・カ・ら。

 成員くんの話をこれは互探聞力・qレ）んだ1ナれと．も、rフ

ソソ／・ヒいいよ仰、フハカ．の小てい才で緒がム
た。その中にrマでマティカノレ・・八ダティスヲィフス」

のオ小あって、河中に老／）て〃のでは、ピフノンヵ・

コーソレーングン・プープエー㍑κ七デステい7
ア淵合／〃つ仁んけれ以、そ脱在助い北ぐに
とバ抑、岬間飾して抑卯秋っヵ・卯った
〃雌か解束しτ二、〈ラし！フはう抗昧のこと小着

いてあフηれ。
匁け紅μは雄にはフさ合／・ψつたのててカ＼

いと之掛舟くん乞丸して私が2ババれ着く工し
仁いに、ゐれはこラやれ、ば七フと一環イ“いくろ㍑っ、

あるいは糾にで衛と巾、わ／／ラゴメンけいぼ
し＼τ・ニニと／）ゴ／つ。

 それ力）ら、当時は敢物（目孝叙手物理学会）てIしたゾ

木じと告、萎匁物の字余ご’よく脈｛れたんで’子よ、女丹た

／／q戸でして非串に女幽で、諸レ方が女戸、そレて足

ほ内ユにに多く人でね、ナ性ηな人ぢヒ、も、たヴ札ども、

多多は傷回、毎回とレ、っても、・私はz国力っ3回さノ間いて

qいん1でマヴれども、ずいふんこ牝はよくでぐろ人だ’ブ5

納！／よレた、あれば繍｛〃）汀弟子たつブ1ように
蹄／／てレはて。
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米田紅んの緒によノエれ、束仏学で元帳享講
庄川うのを・フくって、鰍くんたちバず／／〃努カレ
たんヂ〈ラでブ。台ろろん林鶴！ぐんもヤの方で了、1プ

ル以、学内字惰てどラして脈現でく卯った。ψ
口け者は械＜ん犯札てくわもノぢつたんで〃。
詳しい二川乗地失身のか（聞！）て＜だ仙。

西宇卑111づんは一一て
米田 こ川ユ佐藤色工もよく知クてあ・ら軋ろ人で了べ、

私は和いんが年とらルてヵ1らあ・ク〈合レ／くセでいけ’

いけ1ブで、巧いご・ろは存レヱせルバ、午どられて乃・

州列くん雌房葛紬、税腿，ざるくらい親榊人
でしたρ’．森田ψのη孝！「統計邸私書己・ハ（も、鱗

乞受プけ老し）て川河。そラいう方でして、何窒
的、紐紬、身で紋理紙計蜥宛していけμの承庭．
旅師みにいブユ立場に石っブニんじゃ官し1力・レ弘け想展し工

刊くね。

。豚二〇允〃わに細で蹄。弗、も〃紬には
非軍に、倣をむていろん（“、〃組の純水乞持っ
てK・ピ了／ンにぶ百にがが二仁ノレて、い．ろし）ラふ1世二

話してもゲた人て“す。弟レ1いヵ）ら非牢に弁諸のエフ
人で’レτ（れ。

末田そうでてか。
佐藤排串に煮れ持って、し乃・も栗に弁。タフ人でレ

たρそれ以工7坪に、紬の・中耳学枚の歌学舳幻
目孝全国の余か’あノエレて、そのしぐにい多いラフ間遂皇

で’、先生し、フも意見乞虻べられ7二ん・でブれ。そ札で私は

ヰ11トんヒレ＼う人を認均たんですよ。あ万人がヰ1リ〈ん
カフヒ，もって、
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米田そラで’7か、阜’ ﾈがエイでマ炉。干しつて力・ら

’どもソで温ったんだ。瑛奮れ一とけbんで■仏。

伍策あつ、ど七つだ（てヵ・。ど缶ノといえば、ネイマ

／鵬け何といユした。プμ告、餓・乞すμ
之リどもノ‡亡んでしブニ。

未困 本イマンどはロンドンた学てい一緒の府知皇Kあ1つ

・㍑いラので’’、μてu工≦工め会があったいに、そ。

利にヰllいんが棟浜に呼んだソ）で了れ。私も一紬に2〃

3日間みっく合レ・レよレたヴルハ、平11トん、吋語
でしヤベろヒど台がプれども、栗語でしゃべるヒど毛ら

／川んで下川失フこ㍑た亮兄でしたれρ
佐張ヰ1いん剛ギ／ス・・イ1って、い〃柵学徒、
たレヵ・べ1レソッ／ピと．1もいニマが、そこに適フて一笠粍・

々＼来語の訓看東をし仁そうですよ。それっフら、八等にも外

国人のだ〃鮒のコース州ノエレて、予れに告逓、っ
μいう二けいって引工しμよ。てい子力・ら、神に
身を入れ・て向こラて“失語乞勉強ぐれ・ブこんだと、もしは子ね。

未田子の締．柵〃ヘタで．、微乞残してμので
てρ

 ネイてンヵw尼くん会びクーブフレ・スピーチをやって、
ロンド／爪学の地／二室のノ∵！で安一1リと2一人で、み互いに

妻子狐搾に残してこれ．ピろに来てぐぴしい吋い
フて、意気捉合レ（！杯飲んρ。五目板倉わセたとうの

阜1い工、ゆラベの安・1影宋むレ”いカ・と、も。たく
らいビつて。少’レフ1レコ！ノレカ＼入ろヒ滑らカ）にσろワ更

区、げラベは失礼しエレらぐらいい1だんじ’やワいて．7
力っ。六失いでし帥。（失）

佐撮㍍7年に玖学榊議；れレ／ラのがあ／‡して、
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そ（しぐに安11トん、・島久の彦老中学枚の敬学の元・エフ

っらんでて。こ伽百詳しくほどこ力フで調べれば々がろヒ

氏い汀が、中学徒のμ乞やっていて、予れから東岸

た学にxクて、そしてロンドンに付帆” 、
木田 考111くんの糸碑いいユ了と、柔脚力。亀岡」いラ

ところがあジエブ佃。あの近くの杓で左ユ水して．有〃一島

竿／ト学後を切でヰ菜して、舳州敢更乞ヤつブ・。だ

から、20剤がらわユご／生涯先真でレたがら親切・ルで’

ブ桐、末沸の師範学徒全てノ／。破の泌に7つ仁。尿夏

として〃らμ仕れや一ででてい助プて…仰ρ
伍展 」にが＜私は栃議会の与ぐにヰll■ん乞、あの人
1よσカつりが竜見ρある人だし、いい意見皇辻べられる写

と．もって、それ句っ峠川＜ん碑敬子れ卯手に化しみ
も覚えて、でつヒあし者侭非率に親しくしてくルエし仁。

米田あ’”しいヴれビも、剛亙σ人でしに。

伍繰外〃～州ゾ〃毛、非串にしんハっ力つつ
レけでレたρいわゆる外美内剛といラか才で’η巧、

函干判イん脱訂〃うやって勉飢てつけでし
ょう、ロン・ド／にいらっしゃる前。

米田 それ力＼㌧私宅笈間したので了、ブメソノフヘ儀学友命

・ぜられて、了メソヵで純計で㌃い人ηヒころに竹フたρ

それが井串に親切与先生で、み工んi磁討乞ヤつ仁カが’

いい、口／ド／に行プとレ／クてピ了ノンれこ技紹介
レてくれたんビ〈ラで了。だヵ・ら、和州1ラ純評に興味

乞持ってあ㌧けヴレや”んで叩、伺カフμつカフプでヤ

ラレ＼フ江ニヒにqったんだ’そうでてよ。

函平 ’アメソカヘ¢敢育の勉改、そ牝とも数学の勉強・一

’い ﾏ
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米田 敏一学の勉強でて。

佐藤棟浜エ菜カフ州フたんで’し・ラ。高等工美学校で

純計舳阜がしあって何1れ“・μ．もフ仁／レでマハ、予

ラでη・ρ

．米田＼そいあったれ〕・しμん。

佐藤あつ（も、判くん・自行高等工菜。性質上、ヤ

れゾれ1ゴい榊㍑いラ、！一ラに感じられたカフゲμ
せん〃。

。米田 あのこラば、、高等二菜て’、統計リはとんと役Kエ仁

川フつブこいもいよて、

任張使に工仁帆1で7ね、品質管理といラよう㌃問題

山川ん向フラ。 ．  I■
 了×ソカのこけ／／んば、竹・ル“は下人ソカのシ
カゴ’’でて乃）、

米田ビこでし／ψね、もルエし／二、紅ん・けくqつ

仁そラ仁“し、全然に㍑わが｛！lですれρ牛1いルの

こと1脇州ム声が和。ていろだ’ヴでて。
佐藤一その皿1Jちよっとで×ソカの話、成貴くんけ孝初

イ1ノイに竹フ仁らしいで朴・1れは問帝に聞いたん
で寸よ。荊K，1）理学1看で田中寛一くんの二』£し、いよ

しヒね、考 あラビ回レこ。多にロンドンに行ラたん・で’ブ。

その田中〃の話でいは、威卵はイソノイ1二行1仁。イ

／ノイに仰グは全室κノ使わ”（＾れんで’、あそこ
で全乞た勿てイキ’ソスヘ子てフブニヒいラ話を聞かぐれたん

でてよ、

末田それは結采諒でしょラ、（失）

佐曝そ仰毛しμい、阜マろに棄却、画郁全仰
っ1ろ。中細陸が力・カ1”い・易い利口q．ヂ’几い
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ラ諸セぐれ仁のがいよ耳Kタ文プていろ。それは石ノ待ろ
こヒプ」、もラんで｝てよ。

米旧それ．1川い話でてねθ（失フ

佐腺〃狂でくし〃しているがσ。（朱）

面平 森亀雄くん」し／ラ方呼初ヵヵフら純計ぢ’つたわヴて’’

ブか。乗地尺れあ・クしゃいよしたね。

米旧 乗地た字土身で、てぐに海軍兵学校K伯フ仁んだ’

多ル．も／／汀。同レ解の字枚で仰らえ流舳ンま
して、・私、仲よ＜㌃フてい川〃鵬に～たんで了
が、仰卓の学校で子力・ら、いっていグヒ、府もして

／lろ二とを発表し㌃い打でブ。うっ中ソ発表でUい
んて1㌧抑、もちろん学会に発表しμんじ、私ヂってほ
とんどア研究レなっフラたゾれビ台、和ブ皿イつにし右カ台ヤつ

ばノ発表で（μんでしブ（。

函平 いよワらいいんレやσいて帆了ヵ・、海兵と力・、そう

いうところの研究〃雰囲気のよづワ争のは、・ヤつばハ琴

州人化んグど1産ラと、もづんですが、
木田 私のほ海軍で入学試、歌在やって、主国卯ら志雁清

カベ石ンま7つフ5、宇欠争が仁叩んだ’ん・切並レレでく（、あまノ

仁くぐ以、綱目州クラやいμい、どμ成〔べ
抑ヒ／／うことを紙カ・ら諺問・受プて、枚帥〃ガ海軍

沢1百カフら命中づれμ’u”て”しょう乃・。

 記録かち仲んと残っていよし仁ので…それを解析しβo

でてが、い工も者台ねノ糾抑い。細関係牧でやっ
仁んでブれ。 ／科目ビとどれ、も入学後刀成績しη海関床

纐μくσれいのですσ重粒池いし／‡レたカ・、＼
学試駿の成績の、香科目〃／沢結合し仁やつヒ入学俊〃成
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撮ヒほかσノ相関休敬バ高＜σろ。今度はεとえば、牧
学」失語の相関准散、敬学」国語の相関件駅が地域によ

つて非宰に逢ラんでてよ。いよ七日げ6ルもラバ
てが、関乗地μカ・ル議，地れ！／1府納15ピろでは
阜多吾と数㌧字の相関係数力＼大さ い。それカっら、 国語と栗誘

は衛招関イ紙がボい。しがレ匁苧影諺は、マ付
入じ’ヤ㌃いでてヴれと告一、ほとんどヒロρ（この貞■丁癖会

も田舎七同本社）

 どこ〃、担右1〃散れ鮪の相剛紙～1・ぐいの
で寸、阜寸ろに、沸ノ会地てば入学試駅に栗語乞勉強η

レ、数学告勉幻るよラにσ〃でブ。田幻中学1砺
瓜レで、．一土のユエで試、駈脅すろんレーいで7カ・。い

よ吋れが古つ」、激しくσつていろだ’仰落いて｝しょラ。

 そ札で、／次結冶・でろハに、科目仁くぐんフくれば相

関イ紙がた．｛くηカ・とレ／うヒ、そラて“にい、享μ

パ～脈で柵だヒいグとカ・’抑イんでてべね。
刺醐ザとはもラ㍑ばレけれけ、そういラニと
蝸表して1川ゾσいんで㍗。軸でそのことは発表
レなカっつたでブヴμも、それに晩しヒヒは一触
表し‡レに、

そ札力1ら、解兵学枚は舛がμいで巾・う、鱒
の組でも何寸ノ。台み・るので了、てラいラ尺際物府危

乞ずる知王」レqい先生がい工’す俗。そう了ろとイの闇、

やクはン相互パ州リくqいらしいで朴。いるい〃
と複散ザと州フたんて“し。ラ。私告ヤつばけラい
ラ研呪乞プろと、弁鹿者扱い色マ6人がいユしだれ。

 先はゼの森ぺんの話は、九五に二刀間スしぶソに余フ

て、初力て倒し止んでブ。琶浪乞猪射して・、敵の汚水性

            1？
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に者だって反射して戻ηてくろで一しぶつ。あフ、いけい

って負、雷丘撃っわ1ブで’！㌻。伺こうだって1色5反乞イ芝1ブにこ

とほわ力フろカフら逃．ヴるに産し、書レヘ。ど’フちへどラいラ角

度で地ヴる力・、これはヤブて”みいブれば小力）らぬρ日孝

人がやる杓執とフメソカ入がやる勺動ヒは違一ラビ島・ラη

で中ブれども、それ1昧滞、に㌣ってみて、どフちに迷、ヅ

ブニくqろ毛のっフやってみよラとし一、ラニしてい、兵学キ支に綿

んづけて易易滑水篠3隻を使．一って膨大、写民、練．左ヤつたそ

ラでレヅ、 そのころはγソフρソング、η実星編ほσレ、ていす力）ら、

ピ了ノン流で月ブヴ幻」して、恐ろレい予阜乞促フだ

ちん’川っていよしkパの潜水・徹だヴていσい、／／ろ

いろ蝋術川研究に、帝国爪学舳帥よノけ。ぐい
予算乞便って．し1にんだそラてい了。

画千0尺の牙㍑つっ、ヤつばソ。

未田私㍑れ帥“’ろラビいつ一、い工ていラ0
K（いてねとレ、フてし、まし．た、

 ヤれ炉らこれは簡単はニヒで、私力w牝←たこピや
σいヴれ。ビも、彬空隊万人が研究してし）ろハをち5っヒ
見1杉一

ﾅもらって、よヴいザ比いフた一二〃あソ灯。
こ㍑纐稀で爆弾乞糾了、射牡いって川‡㍗
．牝以、その仰が～いにれろのは、白！フを中｝二し

て㍑正規仰マろ1工ずていマが、ζラしてけ硯仰に
1川μ“’ヒいラのでマ。
松千それはそラビしょう。
ノ㍑ム1手．どラしてもzフに鮎もκ’ヒいラので7。

れ〕随・酬Mろヒ、逸迎ざ仁、もっと予荊といラふラに
一々ヤろ炉らそラσるんだ’ろラビいフ仁んで了ヴ札ども、

．帥い柏ね承知し”で’、こ㍑や1手ソ牧字れ生
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で“、棟恨牝航空隊の鰍州つ甘て｝マ、予こに
萎史学の知圭カベユ人い3レて、とに乃フく∠L、ヵ、2．つにσ石ん

ブ5ろ、 し＼フも2一フ〃ムにqるものだ’ヒいうこヒにレて、

そのム仰乞液カて川（、そ㍑前提一にして！／多いう

判断し仁らいいんレヤ宮いかとレ、うこしで秀ちっい仁ん

。で子よ。帥帥しつこい議誘で、よプいれこうに頼
払何ワればよカフった以っ仁、（失）／／よ～汚沐
ら幼稚ワごとで’てゾルど台。

／狂裸 ム2一フカそういラ夷、脚v石フたカゾで／㌻れ。

未四千㍑・し5フ㍍ラやっていろんで子よ。
4、疎そラいラ記録乞ごらルにりエしたヵ。。
米田 たん。    、           一．

 そ札乃・弓正規ガ布で．迅し、企てのは、東京へしエフち〃

ラ吏襲が未亡でしょラつ、ろの二ろ海卑ノ言のだ九だフたヵ・、

空隻の〃時刻の東歓介斥乞っくフたルで了よ・それを

μてもらフてがつつプノし、二しトρ全くの王現仰で’す

よ。沖絶れられて力・らでマ小、沖純カ・タ未ηで一て・

（‘すイ／＜ソーの言失ジカ）もじれ石レリ向こ一ラは文二期イ良で子

よ。ればランダムエラーだ仲〃’、こバの江竹
避ノすよラ㌻ん」し、ラ㌧そんはノ1・紬一コニ1丁ノ全然1人事官いんだ㌧

あ㍑見㌧何、本当にがつがソしブ1ね。千ラいラ弱
音はゆ．ゾqいんで子よ。

伍棒い兵だ一ヵ・ξ仏プろθ／失）ぴいそ川柳、詳レ
くどラで丁力・、

海千そラいうゐれ1汀か〃桐・朽し／。μんば伍
蔽はに合、0帥ん』いラ舳臼れnどラだ’フだんで’

しょラ川っ仁ラ、先五パ存じ”・とルしゃつてい
ブニんでマフ札ども、そラいラ詰ぱσ乃つな卯ほ乃フの方がラ
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伺㍍い棚で市・うね。
米田私〃イ川海卑紐珪洋枚で、そういう正規介
府qんノっフ細らσい人の中に石’って見てみろので下カ）9い

んはいので了が、海草／省”中（“兵学校太身の兵隊“ん（

ラはみん7、正視介†左知ってしは丁がらね。匙弓く、

私」同レこヒ舳乃1っていμ、巳ラんで7よ、月旦／．1同

士そ㍑しヤベーけビラヵ1！ルは柵っソμん・衣
匂くの鰍乞はプれば引μ／しカっタ、レ／行当に紋は

余裕しゃくしん＜μ思っ尺。

松千付“方の高柳古伽プひいてて力・小θ
米田いや、がつカ1ノしたで了仏ρ（失）そμ／／μい
んだカフラ。いったってわカフらないカフ台しれ7い。た仁’’い

ラて加カつる〃、未舳弱暦μいプげ作ρ（失）

函平い多いラσ0舳たい㍊0に衛ヒ、考知9に
μ駅グ）木苑の散」乃峨舳荻は、肴乃1う何～、たわ

ヴで丁ね。靭泣布吋と／／ラのは0れ保っていたんて“
しょラ炉。

米田 それが私は全駅和ら㌃乃フった。海軍た’学校敢官ビ

った田代1芳郎くん川ラ人札そ舳砒布ぜら㍑う
’し川でて。詳し／lこと1派れ㍍rltプ〃。

面干それμ隊でてカっ、浮か一ぺ
大田 物理の学看でて。物碓ぢヴれと台、才メーにいわ乍

ろピ伽鰍学献〃〃も物瑳得意でついヒいラ物
理の先」Iｶごて。力学の先ユでしたカ・’、つい乗びくり

工した。

 靹遂／乞木船節ごド戸ソヒ行った力カベ得カ〉、ノベラッノ＼ρラ

でて可一けが川～いラ石秤宛を市ゼラれ・仁1そラげ

けラいラ方れ榊し仁〃、帥で鮒方往式1にし
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て、それ工’ソやる二とにσつト。㍍紬昇このよう㌃
こヒにつフ仁」いラノ）で、終戦〃でに自火寸ろと／lい

れ‡して、、君“にし1うとい〃でて、
 この人はヒことんの仏赦信、看てI’、借ってし）ろわ1プクん

で．寸よ。’良寛和向パ梓カで舳軌間に士、‡しブニゾれど

も一、田べぐんのノ人柄とし＼うことで□、私のところにす’いノ∫ご

ノし新聞社炉ら電話で問い右わ亡小．ふったんで寸が．η。々

ん．とうく（し＼乍ら、喚くんエ’られ6ヵ・ら、ヤニに行フ て

聞竹ぐいといっ．て〃ユしτ1ゾμもね、その入小ヤ
うし、ラ石研究をヤブつておっブこらししjんで1し了。

 それ小終戦のいに私にヤういラ語をレて、裏㌶1
てい付ら自、灯る、．一家心中マれいラバ．て。ぱ．＜
に何紬しr二どこに、ノ／・学徒のチ状が’おっブニんでブが1

／ノ＼、も子が元気よ＜荘んで’いろηを見て、一束心中だウ’

はやめてくれ、見σぐレ、、あん．㌃に元・気に盗んでいろレ

〃㌃い勾・、世の中は親心㌃くても子は斉つということが一

ゐろだろう、才レだ一ってこれがら、石れは海一軍だヘフたカ）

タ川ってとらμれて、スんだと一舶にどこつフに奴隷

にやろれ切っもしμい、てれごけ川白米れ．れ
σいつもノだ、それ雌対に似μい・った、臭ぐ’μ．
ヤ1つばノとカたらしい。予れて’・自火し有っフ、たんで了へ

俵てト払．の学徒に物理の先生として来てもらいよし仁。

 この話は森軍以外の人に謡7のほ、／は初カて往ん（．1

↑そラい仰究はやって石・つたらし／lで了。イ柱赦計

のことは知らブ5い物堆。危笠で一丁グら、スタディスティ

ックqことし一やσい。どういうこどをやってあ・ったか、

微柱粒才でやってゐ・つたう川でてね。

准瞭神調は、ドープと打つけ小い／咋、木ρ／木れ
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チビ．ソチービ／竹イカが／．／川・、そμつれ”にや
ってあ’フたんでしふラカ・。

米田 チビソチビノレ炉σいで丁乃・、寒際にゃっ仁の小

田代ル扮中れエソヤ1っμいうηて’て。
伍簾そラてい了が1チピノチビノで子炉、

米田 だろうと，もいユ↑ねρ

佐張こ牝は液だ㌃これがう偽カて古いい。
松千それは周舳状況で、向こうが犀倒的に判海権を
持って！は市1ラ、どうやっだラて同じ’で子よ。

佐隊いや、そこは問題営。
画平茅／未綿μ乏に、㍗／μ六1回れやつぱ
ソドイ／ハ席水鋤・、〃いは集団ごコンボイ色フ
くって、ラ〃減フ㍑いラニヒにワってい〃t汽’て
ね。

未田戦予の話て’’缶ラ／っ、

 ち5クと庫教会に鮒、㌃いが〃力・知μ也んヴれと
亡、ソン林㌧／レが1脇しだいに、伽小プ舳乃・ら

ぬ徹城柵つ仁、〈㍑何が木等峨械らし／化い川
で、軍伽牝て坤持つ．てれθ瑚民に州ψて傷ん
けっ乞海軍挺術研帥で仰理したら動くよう“フ仁。
けけ毛、何に使う州乃・”い。んに来いといわル
よレて、ほ｛くは機械のこ一とはゐづプ6は・ず’ワいヒ、も、たゾ

μ台、よあ向こうに打って力・らと、もって帥に行小
ら、伺ヒ、ゐのこう保触祉て恨フて／lたカードガ頬機

ブルて’て仏。こ仙椎馳会社へ行けは’幾ラで台μよと

いつ仁。

 で、栃理したはしたヴれビも、要〃という刀て7”
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（失）じゃ貸レでくル／lパ伯ノて、先ほども！／l－／・

〉＼学試、駅のガ莉㌃んカ）、それ乞使ってセったん・でて。 予

μ使って台使わσくてもたし㍍”いんだ’1ルど毛一。
（朱）あ・毛ちやで子ね、

使っているパに、ウェーキ島にも同レも州石小
」レ／うのでマ、これ吋カフ”ヵ・った、シンカ’’爪㌧1レは

木癖友て忙仰ら、株陳会社㍑“ろうと、迅・ったルど
七、ウェーキ島に1川1仁’’ろラ、何台詳しい質問叫ひ

乃ブフたヴれ・ど告、ウェーキ島にあフ㌧／・ラ。

画平尾州吏1ていた乃1とうがわカっら〃っr二かプでブ
ね。 与

米・田 知らワカつった。、そラし仁ら卑がソ足ってい仁んで一丁

ね、皆づん・、イ河に住ってい仁」、巴・しは了乃・。そのラちに

海草た学の抑ラ、㍗出ヤの当卯秒抑十て’’子
ね、非串に丁重に、申しわμ／いプ㍑ポ子の綱乞
賀してくれ一μ’ろラ中ヒいラので“了。レ／や、い工使って

！｝／力1らいいて．μ、ル以、佃に次ラので仰と
聞いたら、ヘヘヘと失フていわなつ・、アこ。ゾ札ども、ヤ

の†に脱が1人いて聞い仁ら、暗抑託に次ラんだっ
て。

佐藤㌃ろはど、
米田．納川う毛舳どラ隠しても、純計使んば納
でしぐろ、了ルフ了ベゾトの中で’匠が／春仁く（ん・公b。

それ糾・しよいカ）ら3未自に圧舳フたけンドだ、N
もレもわカフろ、こラいラふうじしてた｛ん・ピんわつっフてい

（んで’、辱衛に度鮒布で寸よ、

佐簾そうで仰。これ1♂初耳でμしろい軌
米田仙μ一語はいろん打に話したことバμ1ブル
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ど七、＾い小、でくパ川いよ柵てで7。
伍簾し／や、ば＜には．尺文月毛しろい、

四手  いよ力一ド介類筏はイ史フてqし、／ブフら、秀い人に話

して毛ぶもし多く写レ1ん・で丁よ、

佐策ヤつば／こい時仙＜れ乃・耳、（失）千オψ〃
吏いがある、いヤブ孝音にヤラいわれれば、なろほ㍑鳥
ラ。

木田しつ吋それぐに、解で初力て何毛抜伍／・
介したしぐに、陸軍でほ合っし早ぐつ・ら使ってみフ仁ん

だそラで子よ。しカフも未綱くんだ沖だれだが、当時の！

流以学れでぼ／暗号解読に雇って叶。獅1工仏・
く牝け／lらていr二。㍍く州、喪舳疎鋤・軸・つ
仁んでい子ね。海軍の反人は、才レみたい㌃チンピラが青

心惨ブニんくせられてみろバグ、毎日、石石でも与いごラ

てい！化紳げがノレてμと／lって／はし㌧
佐藤1隆年の暗号解託は福富柔で守れ。あの人があのこ

ラ締〃に行、てあ・つたで仰。
未田旅初1よ、シンヅポー1レけら保紗祉がμヂろ
ラと，もって、別に深い考えは侍っ．てい・〃つだけψ亡、

ウニーキ島にあったといったいば、～・ら“・つたで
てね。

私が保険会紅に幾らでもμよシいフ㍑がドこった
州1、市ソ保触祉て徽周州、だぞラて’て。申しわ
ゾあソユセん。（失）

 そのころ、技術了石行究所に森本清看くんヵ＼石臼側の弾道多寸

一算に雇われていて、十七しくてしょラ仰レ1川づので了。
手足ヒσろ少府！ブ／人よろだ’サで、あピJ全知女子の挺

身隊て’一、タイ！ブ㌧訂卑微回す人ばがノだ’。私に手伝いに
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来ないカラといわれて、いフでもし／いでて几いフた。じ

はラくたつ仁ラー、納脇帥。部長々・ら私の方の敢頭に

移話があって、敢硬に私が呼ば牝て物ブご一＜怒られたん

でマ。「工．㍍、蝦た“ヵっら手伝ル／lつピラじ一いで
！グハ。 こフ 弓は考史官の貞二更埴カロぐでよラと．巳フていろカ

に、よヴいザけレ、つてく牝た。彦μれ6川・台
・し舳プμも、こ、ち腿紅’、つて、（夫パの話、
みレ竹んでし仁ね。

、所品質管理のよラ肱ほ一一？
米田 全然そのころは帥・、たて’てれ。終戦友マぐにで

ラ！／ラ話が刈工しけれど台。

西予兵勝や伺がザー。
米田 レ＼や易、こルは聞いてユでノしでレたれ。あつたal

つっ右し札叫いプ札㍑、

佐藤柾理学校てば現場つフら克いカ・ら、qかラμ・毛し

μセル㌃。
枚千 篠竹磯巾タ爆弾洛としエマれ。それ色ビの江に洛
」しだら／／い州・と／lう二とで一丁ね。それ力順行機べだし

んだん高く篠ぶよラにσったでレよう、青のやっレや岡

に朴㌃い。で’↑間違ってし‡ラ。〈’れ直て計算を

研師に頼んでくブニんで、しは’ろ＜ヤっにとが’あ〃
で’ ｹ。＾．

 そ・れ二そいろいれ学生μいな技使ってやった、
そラした9途中でい、やけがどラ腫っていたといラニ
ヒが一わη・つて、‡たやつ真し乞しりレてし／たら、間に

合い炉つブニので了。

 そμぐ、海一軍の党中は海の工をし8つち。ク飛μ
てカ1ら、夜篠ノ1ぐいに星を見て飛、ポ〃川ラので’マ。
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＜れは伽がやるヒさに使う二とだ、天侍”ゐれ乞定測し
て、星豆見て方角乞＞夫6りて手とぶ。 ヒころが｛降軍は、そう

レ、うこ業レに千はカフン見て飛んでし1ろがタ隆年の飛行

微は海の工を泉べσい・初力は支那を燐警寸ろとでに、

液舛爆れ緋で、隆年いザ〃フた川そラいラかプ
だ’てうでてね。レヵフし、そん与等怒にσって㍍σ二と

乞やろよラでは、あ寒いれや書いカ1とい、たんで打
れどもね。

米顔私ばこラいラのんびソした人問ワ㍑で‘η・ら、
海卑の学校へ動力ろというのほ的・’ずい。∫くん1“勇乙し工

したが、無紬れ～μつっだて何㍑も、よくし
炉られた二と小あ．ろのでて。

そ刀中で！／よだに介薙してみもしろし化，迅うのは、夕

什そラ㌃ろだろラといラ碓李自9写丞孝をマろヒ肥る人パ

あろので1寸ρその怒ろ人は．隼人の中て職場にタ㌃い人

ですれ、戦場に水れう♂タイプμ人は、これほ糾
σいね、公卑的にパうた’ろルと！／うんてて仏衛

ほどれつた外μ、者だった外μで考れてい多人
は克う”私は．もつ仁、rエフりいえ。㍑＜しカ・られ

ヒ、（笑）汀未た騎、た。穴却介はそラ’でし手ラとい
うと、ノわ力）つていてあ易いラこ一ヒをレ、ラ、η力）もし牝ない

ヴれ以、ニラいラ話山”うノし㌃ヴればい仰いρ
だ．炉ら、者だったタ←れブニで考労レていろ人たち台表向て

では、は。うノしろていやっていたが毛し札・ユ七んよ、

画予は1乏川うヒ信用レ炉・け台し札μん仙
米田そうで子ね。
イ左擬二 いユみ言葉に払ブ’ニジ片しとも、1違一．中はで公一算」て皿す

カ・、プロパビソラィー。
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松千借！／フてしはしたね、
未旧 表向うのこつヴいσ話では、九州大学の人がいフ

ていよしたが仏、何カ・降卑の兵務二場へ見学に勺フたと

くに、ブ付かごμ誤差μうで’丁4・と聞い一、「款
参〃口て“寸。川フたんで、みんσフーツ離つけ

いラ誘が川ηね。
・佐藤レはの「款差μ一口」で思い水レた。ちょうど戦
時†で了ゾれ・ども、、ヌフ質管理八問題で何人か集ふフ日ヒ

ぐに、工菜閏苓、の人ていしヒよ。伊勢の鎖庫のカで木’一／レ

・ベブソ／グの木一／レをっくってし）ろユ場カリって㌧〈

ルさに尿勺微に使った幻でてれ。てのボ㌧1レの棟査
灯れさ、非率に抑ユしい、いよの維セ’’口のよラ

にし”れぼい卯ぬヒ、たレカ哨卑し，艮うηで’了小、隼

の加・’ら未て仰・工しくし＼フた。

米田鎮馬㌃ラ海卑でマよ。
佐巌 と二ろが二場の人、ゐんσごとやヵ・ユ’しくし、ラヴ

れども、しはの刷コ機の車軸に）・れて一遮プルブ’／レソヒ

国せば、みん㌃諌参が㌃くクろレや篠いヵ・、プヵ・ら、石

ん舳棟査了以阜篶いヒ議紅れて、これ鮎杉し
るし＼綿ビ、そ㍑そラブ1’な。・車軸の中に八ルてグ1レグー

1レヒ扇セば、た抵みんσ誤表はσく敷ろんて’’子よ、c失）

 〈牝でそのい毛、も、たのは、”ほど’Iポー1レ裏ん介

の員ば、プブニ外れにμいと4・ヴた外化に／」・ぐMは

ダンだ1プμ’舌、た抵のところψマてI一こばこカペルて

古いいんレ岬は川っ川う鳳’じ乏持つたてて。ヴれ以、

軍けの輔官1沖串に例・よしヵフフピラです。専す
るに、誤差・ヒロの目裸にして作ったってρ

松千 そ牝は大童生庫のノ宋則を知らζいカ）うqんで寸よ、
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六量生産は誤れ許して、あ易いう、！、ラにで㍑壮等し

炉や”いかブて’て乃・らね、

佐藤林工学却の根は覚えていろκけ㍑’も、人の
乃莉もμやつ仁ρ
’西平一榊フにいフて、溜軍の将徒は機械と乃・列1更乞し

・1㍍ラ板フて／）るので、予ラいラニと。村ハJ・一
…？

未田耳いて”マよ。

あ平 やっぱノ経理学校だヒちょっらちれ卯毛レれ官い

ヴ札ビも、海兵なんカ）ぢ’ったら、ずい、ζくん理科禾とし＼う

クコ、い川’’。

米田 そうです、理科糸Iわ学校でマね。

西平経理学枝の方ほ・・…7

米田 経理で了がら、法律、経済と卓孝叙練・初句の間

は土佐の釈吋“・ったカ・ら楽だ’ったで了、私が初力に

竹つ仁ころは軍縮の影響心残っていろこラで一、／学年月

生佐〃人て“しアニね。

画千伺年間て’7カ・。

木田 4年間敢希てろんで子ね。

松／二築地肌れころて’’し｝、
米田  楽なものぢつεで寸よ。

佐撮てれで壊ぢ’つてレ／フて、い加ようにレカ・ら〃二
わヴで巾・。（美フ

米田 くうウんで子よ。よそに手伝川ノゴつ仁ノマbと

レ／仰いんで㌃。
 それっフら、これは公的σことじゃ官しいブれども、個人

的に海卑1二鮒、パいこぱ自れ勉純一蝋命ヤつ
ていれ、許千μくqいんで子よ、一種一のや（台ちで7
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ね。オレ仁ちは海軍ヂヴの仁カに一切の利房を宜ヴララ

ているのに、パ帥自勿ぢ1才の利丘のだカにやって！／

〃バいヵ・」いラ気榊がμわ1ナで子ね。崎良予ラ
いラ人もあ・つたわヴなんでてよ。元気のあろのに何もレ

σいで．μ川うことば相当寺い台ので…子よ、（笑ノ

任藤Iそれはそうで了仙
米田 研玩皇／っずフ持ってい6わ1プ．じゃσくて、考a）

中学の敢夏皇み川にσフていろ。

杜簾ちいと伺いηが、予雌瑳学校で数学の時間、
毎週伺崎閤ぐらい将ラてぶられたルで子か。

未四／・崎間つ・2吋圃。和J彬星も敢μんで7。イれ

と緯牡といって、兵隊柱午ヒ科ヵ月川ラ納で’
＼ってくる。終わソには統計台柵ましぴ、“綱
真｝粟納敢μんで子よ。†学校／年ヵ12年ぐらい
ハ来語、

 どこ州、練習篠恥で了メソカ1二行ってぐけいうや
っがあ1つて弱フたで子よ。（I失）サンフランシスコで一はサ

ンキ少1σ人。てし、いません、テンイユ1と一いい工了θ（笑）

そラηとみん峰、ボκ。／度成功しちんで’、そラレ／

つことがイ破㍑〃・てい了、票1っていてI、一庄、束末で

はプあノがどう。ヒいわ”で’、「あソかでエ。ヒいうヤ

った一くぐんあ・ろじゃ㌃い力・とレ＼フブニら、ばいわ4っゾエし

ブニって。c失フそれ力1ら俊雌にσフたて｝てね、こ笑いれ

ば一表の傑作で’、台う／っ伺づ・あ、たんで’了が、もれ二

じ仁。

佐撮μ〃、散印プでほ時間が未ってし／たんでフ
ね。それで’いろん㌃ごとを秋元に。

米田1〃、け、戦乎が江プいてくれどんピん7ラス
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が多くい二して、私た“ヴではとてもや用れqく7よフ

て、敬学い秋元ていてけ用μくて、技術少刷と
か生意気σのが女～6人未よしヒ、

松千兵隊はと小卯つ1二でいうρ呂阜は未〃っ
た・一？

木田召雀は美的フ仁で市、ぢプど、召阜れ人も
あろんピすよリ悶定カて乗β舳・毛しμいて．てね、

払下剤に白石一誠と！／ラ、もラ和に工し仁けμ．も、
こオ）ブ海、美グ）元圭フゴつ仁ルですよ、そこへ障卑が一、伺っ・

処って去、し仁んで了L餌がそれを聞いて非宰に怒ノ
‡して、てル以後は着通一の允主も全却海軍籍に切ノ炉、し

たんで了よρそう7山陰宰かねい。
米田／／年ぶった乃1らね。

イた裸〃年7そラで子か。それすっといヴば、パージに
ひつ州1ってた紅こピピつたて’rq．

1援干承官て十…一7
．木田 勅荏敢授たいフた人かひ、分か。つ一でま子よ、

佐原 、成噴一くん㌃んつ・、位、人臣をうわカプニヅれども、

周クの看がいろいろ口ことをいって、

未田械くんは、隆隼の一軍部硫に相当関休して．いた
んしぺや2いてIて乃っ、

佐藤成賃は閏承した。
米田 そ刀ねらいで’引っばられていたんて…しょラ．。

佐限 そルでたヒんば二の人は力能だといラんで引っぱ
られて、あれ文官でほ幸上房で1、当時いは一ていμ・

それ1ユ日ビ学徒にい前がいう諸では、将官符遇でいば
つてい仁。そ火しでソく一ン’’ご職1伝＿し1ヂらく困ってふ・られブこ

でてね。
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 木田ぐんはいい紐紅㍑し隣、（失）
未困いい緯、駅し一やqいで㍗。

伍駁／／ヤ1みもしろし1で子よ。

松下役カ・いまねゴー。
れ珍しいだ．ヴで寸よ。

佐線われわれ聞いていて、珍レいから＾しろい。
価平 森孝くんウんがは寒際の千ラいラニといラいろ㌃

くった一・・7

木田あのか次印にσフたルでブ、石μ一種〃よ
逃．〃っもし㍑てんね、

佐策森本済音くん7
米田 私が海草に＼つ・ブニ刀’は、、告ちろん謡いがあった中

5）＼っ仁んで丁1プれども、私が木学卒’菜し仁のは昭和7

年θ昭和6年に満州乎吏起㍍でしよう、これ1＾られ
ろ㌃と、もったんで子よ、石ノ1＼海軍に勤‡6カフ㌃と反違一は

すいぶ＾配しピうで刊“、／／午勤‡フたよヒいって、
いばつていろんで寸よ、（笑フ

松下 くのころはどこに住んでみられたんて“す力・。

未グも此肴此く、恵比崎興細間に／l工｝が、
〃五は全知娩けたそうで〃。そこに’3年ぐらいいて、
田園調。れ奥沢の中間の東玉iリビいラどこうにずっとい

よレ仁．。

 すイバンが糾たカ1ら、象束乞疎開付で、疎師物
乞左弗焼いた人がいよ了。家は椀ゾσつ・つたんで子よ、

疎開ぐ亡たμ’、そ二ご何物乞手分糸脈レけ’子ね。こ
札ほもラ爆弾の降ろ中で了カフう、文句いつ仁って、重任

追及したって、遅並尾がどこにビ川フてい切がぐつ
ばノわが”／1状紅一つ上で〃。て“丁～、ここの学
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会（目柵、計学会）認姉！吐こう、木グ川んで㍗。
蝦乱万丈で’了がね。（失）

佐蔽戦れくぐれ、いうん悌駿しηれ、
木田畠ムに£、つ亡い毛、孝章に妹に研ってい工し
アニんで’、勉改し㌃乃っつたんで’マ、それく、・j・1ザ鰍節

ぐんが隅木でフィンシャーや末イ々ンの請文左印序・Jレて

複写し㍑け釘て工したね。あれ㍑れがカ性って
くれて一一。

佐藤 浅井くんレやσカつつ仁で．了が。

．未・田浅井着崩1そう子ラ、あれで汀統計に興れ符
つよラに㌃っ7二ん・で了れρそ仁㌃ものヤって、外へも木

qいレ、／人ぽつうだつ仁で’了仏、

．佐鼻梗浜の高寿工象に1工純れいラ学科があつ仁んで一

中・、そμ煉学の中の一却門として、受持“人が’
随意にやったんで刊・。

未囲随意にやったんレや帆）て’’てが、

佐藤枝にやったんで了が。ヤっばン学杵ヒして“
つつフブニでマ㌃、

木田 匁浮の中へ＼れてあ1、仁んじヤ㌃つっろラカフと、もい

工了よ、

佐隊数学の十でね。
木田 平）ll（んの親反であンライノぐノレて．’みる漢江義勝と

し／ラメ、力Ψはしブニね、

四平 教科書ゐソよレ仁ね。

米田〃方も統計のこけ府宛してμル打ね。
伍簾予ラて’つ力・。

、色ヂ 敢科二書は幾何のオでレたね。

米田綱のれ老いでい灯れ似1ユ統計と←ての
            32

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



ビ場ナゾ

手じ一くて、穴用匁学つ・伺力・、

 がんこσ人で、寄1リぐんと非串1ソ中∫くて、非率に神

馬いんご■よ、

伍蘇あれiざ同級工で丁卯、そμポー。
米田 伺毛巾も同級工㌘んで寸よ、主よれ仁ヒころは違二

！／打け〃も、偲紅榊で似。両れも師範掌枚
・の分身でノド学徒の承夏やったんて”了。＜れヵ・ら広島、高等

師範て㌧紡ピった。肋紳ゲ紡、〈れから率菜して、
就職は別ビ・仁プれ・ども、種浜へ寄11いんぴ来て、字111

＜ん小時ノしブんで｝子ね、あのとく、弟し1又小こぼしよつ

ブニ、仲がよくて仲が馬いんだ力）ら、鳥口いわれても、う

っつ・ノ相ブ離打。いρ（失）

 久年徒も元気だフ仁ものだつ・ら・私の家へ押しつ・1ブ‘てで

て、講読、1・つかゾられて舳しゼけあ“、
枢藤与をとって毛元気でしちね。この人はいつも、宰
／い工う二いこけった、細くんの話で、ぼく自身も行

れいわれたゾれ㍑、クけラも自分て”サれ脈：が
でくσいカ）ら』いって所7た。それぴどラも’工のしく

じげつた。石のい、勺ラていれぱよつ・つい。て…

米田 一戦争が間に八つだカフら。

佐藤よくぼくにそういわれたで子よ。〃んは本当に、
ビラも青筋立てて憤慨可ろ。ずレげん吏わった人だと約

つたでマ∫、

米田安11■．んに何倍けヴた左傾径行の人て一レたね。

花蕨私は二の紐てん以榊に徳意にしていった
んで㌃。とレ／う川、渡渉ぐんが欽童秋帥へ講師で．
伺って川エレて、私も一神に何フて、それで同じ日に

33

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



貼合わ亡仁でて。
画平 棉良4隻の二敢予科二書て’㌧Tがね、何だ力）・一一・、

松千 いヤブ、あれは孫、一節くん。

画千  いヤブ、義勝」いラのがゐろんて．’寸よ。杉村欣次郎

．ぐんのれかそラいラ何寮にブロコ“口軽っていて、ち

から財ブ川で清〃で了よ・微積で問塵が〃い才だ’っ

たで7仏。

 やつ1ゴ／紋多1に興れ寺征にかナて’巾・。

木田そラて．て、・

四千れいJどういう．こヒ乞一…・？

、れ促島た1字の秋授乞やってパパいも、純計の
諦㍍ん炉乞公レておられトで了れ、
松千 くれは先に徳島にいた伽ナでブか、複浜に来ろ前

に。

．米田 生これが徳島なんでて。ヤれっ・ら広、島高崎師乾水

で、京沸た・享全て、てれ～どっか村学の㍑乞や。
・ていて、根浜南埼工菜にれ、

伍張学締の秋後れれ工した｛、
木田そうで“しブこが。

κ賑九保崎依ぐノしが学習帥院長に”μ員．に、
学習舳放後に”れて、付～触が。橡浜ゲ．三学
習院カつ。

本田  いや1棟浜㌃んてて、

伍簾橡浜が〃で何・ずつヒg
米田そして級戦仮、徳島た学。

佐藤そうで汕、終戦がら徳島で〃。
木田御里に何一れ上でブ1り。柳呈で定年にσ1て力）う・

日才六1字〃’こ乃1れゾれども、ば力）らしくてやれヒ
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いフてや力らや、仁で子ね。

ノ在駅邊才た学は来られなカフフたんし’やσいでてか。

末田どこビワたパ。目才大学、伍駈生のれ‘一
くて、どこ炉、工学却〃こが。

佐藤工・享却でて炉。        ＼
米田  中米カ・㌃、伺力・東末にみる、力フ㌃ノ人ぐい八学に

勺がれ・たんで子ね。

椎簾短気官人だ一フた。（夫フ

 し卯し匁学には熱心で’、尤久小塔いたもρ乞見ると、

オ者口四方八方に鋪道ノ、金で、ノ戸1一見ふすと、孝、当に

万々へ出張していろんで子よ。

木田 そラそラ。

伍巌月夜に五レでみられτ二。それ乞知っている川J、
扶克教習所て㌧稲に㌃つて庄っていろいにノー1一乞見
て、それで’「／渡辺くん・、■ヂいぶん丹念に直てれるんで子

ね。どは＜が！／つたんてい寸。それくらい神経質に一言一

句みろそがにレ宮いとレ／ラ布んの人で了㌃、

 柔序武夫くんの十字枚時代の知工で、桑刀、（んが専釈

していて、馬れ惰れていイ1ら郁、くんザ雄春
秋」に執ってた文章の中に、演辺。といラ’先生／パし）て、桝

成二にσつても教一学勉強レてい（、自ガの、も子小乗束入学

〃二土学却の承後です沽、この，も子作、ていろ二
と一に／ト言いフでやれレ／う。それくらい元気でて。

米田 ．も子て／ノは伺炉、コンピューターのカρ易オしでフ．

ね。

伍撮純計をやうれらでマヶ、よく私に、「序はいい勉赦
してぐた㌃」つて、底うた乙く“にいわれにて．’寸よ。

未田私に某同席充し㌃し／カフとし〕われたんで7よ、モー
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メン←ヂったグ㌃、伺炉デー一。

伍豚 そラそう、毛ニメントのことで。そのくてれ泳。
ぺわつば／現ユ学却で’仰。θ才た学の理工学却て’’、モー

）∠ソトのニヒ乞趾／）わ灯二。専ブろに、／はばたμ
々ったんて’’すが、どういうことピ、rこカバよ、

   私！げでI、一生延命ジよ勺1して逃一．1プよラとしたん

で寸ね。れブこら、「才川テーマ／け通う’．ろ一ものだ’がら、

石地1ブろんプろラ」。（失γそラでて、ともいμ川し…

…’ O

／峨．そパラ馬い払．し．工・げρそラいうニヒやられ仁、

どラいラこピピ、ブニηフ、モーメン・←のニヒでつブニ、

木田 それは雄ルにヤハヒみノ㌃んごヴれども、

払下 そ札iJ徳島のだ学のあれに斗、1、仁んレ片qいで7
炉。

米田いヤー、てル」1虎ラノしでて、ちラそルが序／1でレ

まってカ・ら、定年ピ5，てがらててよ。㍑絞れやろ
ラとしたんでし5ラね。

ノ佐藩」 モーノメン←の多元をくれて、ば＜も、毛！メン十の

詰は古ラ六侮終わったんレや書いがqといラ域レがレε
んで了。

 当θ奇の†学の旅科者青久々といラ詰は、」その後鋼ベエ
レアニつっ。

未田鋼べqいていもいレ／二しに幻‡した、紐に、者
の中学校の敢科者〆）二と皇聞（工し仁う、采は私、車1リ

で1メノに直れられ一てθ孝仇討学在にカ・）。して、斤硫表会

いつも／聞いて、系多）青関令、の先生とξ入隊ぐセてもらって、

絡清人口開析、舳生れ非苧に私“秋1享鮒、れた等
にしてくた1イろ／）で7ね。
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 そ札／で純計並犀私書乙一ルも老いて川河ね、細く

ん小書いてみられろのは孝音写ルでてよ。だrプど話が五
し：一はいんで7ねρジく一却のヵは、I菜孝春木却とが、先

ばと話の水仁水分一雄ぐんけ森田（んとケ、何杷こ
ラいラ方々1泳学をよく知ってみられろ、け以却ガ
〃は、歌学以れ木魚μいルヴで’、劫晩じ㌃
・いん乙てJ。

それほいル㌃つて希に了ヒ、あパ〃中学枚の
布科二歩に、閑散概牝／／ラ州・“・イ以ラんで子よ。
それで国立．取育砺究所へ行フて、旅牟←書乞全知調べしろニ

ヒはピ〈ユセんでレプニリ．れと’白、調べ‡レ仁ら、私へ、目

孝純計学、会に〃人レた〃．協和〃竿だか／／年てい了グ、て

〃こラ刀扉科書ワんで・そラ仁くづん見ろことけででエ

セんで．したが、関敢概念の二とを者レ／た手合あるんで了、

μんは’、！脈㍑ザ玖足象孝歌学。、口．畑／片でした
れ。これに、「茸3編  閑牧の隻他  ／沢関牧、二次閲散、

！元関敬、2元関牧・㍑つユ州・ヒこラベ昭和／3
年よノ後じ椿行しひて’’け弧σ／）んで一丁よ。国枚元治

ぐんが昭和／夕年に．左、したのと左終σいんでI7よ。予札カ）

ら岡田良知くんの昭希／千年のにポ全寒｝いて一てJ、

西平1工てq、九ユ、それ中学でレい。ばくたち仰
牝で．万1ブれ㍑。

米田〃…工中学枚で．プラ川孜わフたでマか。
面子 グ’ラ7はあツユした、7’ラフはあった・1プ片レビ缶、

関孜とレ／ラ言．葉は全てこ｝・フたと、もいユ了れ。

松千 考菓は㌃いていし5うね、

、面平岡捉川う言葉”い1ブれども、ク＾ラフはゐつて、

私棉耳学抜の入学試、紬㍑、粁全表れいσ、運賃
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で、何キロ超ブ〕いういに、ぼくは㌣ういラプラフ
を学夜では習わ㌃いめで、局つ方のとこうへ異マ1レをつ

ザ、妥、マ／レ〃は衝け取・て、こっちη端っ二は
耳又らカとし1う庄をっけたらそれて｝よカつった。ぢけど、学

依では帥“つつらで’て。

伍策それいわれろピー。衛ほど昭和6年に、中学
校．の・敬学の敢移用の阜目べ改よったんでてよ、

 更ほ明治糾坪に、当θ｛は中学徒〃紛には敢後祭目と

／・う川べあ／／ユして、こ・れに関敬仰プれば、グラフε

二川んで了、1ぴフて、人工ハこ州敢孝拷で以却
ガ・は、、陵腺とカ・グラフ川ラ言葉”／／・ただ’、たし巾

．た工4年ブル、も！／よ寸1すれど’仁、3v午竿ブろに、東木

井札寸郎くん＾う人が培いり恨教科者の和舳方に、
クh 宴tがあプた1ユずてい了。色刷ノで’しつつもグラフがん

で、私似正叫に帥島に辛磯しア1いに、㌃ラど
庭㍑では千の敢科者帥って川エレて、したが一て
師範学校でほグラフ猟㍍、これ12師艀伽教拷
であソ5セんで“、中学枚の敢料着ブったね、当埼ば、中
学技の敢料着を師乾学匁も使ったノして“、†苓厳竜歌学の

敢科者とつ・、初等バ敬敢科者と力・いたば、†学校も．高専

師乾学徒も一絃し使ラけ1才で了・

 当時、もう／つ及的に／・うと、私以μ竿に打・
高等師範学校の附属に来たんで■、．そこでほ国枚くん。

バ敬ハ桝培乞便っていたんで了。しか用属て’爪玖
棉というよ川、こ㍑等配がわノ〃いうふラ1二便
、たんで了。これは関数古グLラフ台㌻いんて’マ仏

未旧算術代孜敢科者川うん．で7ヵっ、軌近ノ中寄締θ

佐隊、あれが改ヱつてカ・らは、飢帆秋敢科者にり工
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レーア札ども、これほ昭和で㍗。木正のころは、関匁
ギ／ブラフもリいヒいラのは、これは木侍くうワんで’T。

未田私は木工／4年に中学校糾坪終ハ仁んで了カフら、
丸の年嫌ブ、ブニらだ工年間に榊を重ヴて一！は下

／反簾  これはヒにカフくグラフも劇黄欠告ワづっつたと，亀いよ

寸ρ

米田 ついで了、

イ庄粛三 仁グ、ヤ刀当時関彰〔、グラフのニヒをやるのは附

属“で、帥どル、鵬くん、こ〃いえば市いこと
で下すれども、地震の好井．も二とが物理の菊池五士、易

るいラ党中を担任してい5して、そして歌学を敢え仁ん
で’寸。こ一の人だろカv2．年のと（に、↓、内（ん自身小、当

時け眼紙舳カ・帥貴重でI買沽がつト、それ玉屋
へ行って、専門哀の使ラ方眼紙乞買って（て根えば、ヤ

柱切って予侠にれるよれこヒで．方眼科非串に
・貴重だ’った。ヒころヘム内ぐんとし／う人は自ガで、こル

くろいの方眼紙皇私費て…印刷ぐ乍‡レて、／か汗だ方
昼艮紙だワ、／つば2次閑葦史のグラフ左弓っ序りし仁ん・でT。

〈㍑2フこ・しらねレて、勇砺ヤσ〃1〃／技炉
らずっ員年生才で清って関歌グラ7、・い〃2次曲線
で方程れ解くよルニけヤったんで子よ。甘ら、
そ州碕かね仁獅究時代でし仁ね。ですつっら、敢科書に

σい州よ自然ヒ，もしは寸、

 ところカベ、昭和の十何年にσフエ了ヒ、関散グラフは

柵あろべぐはすぼ。・ヒいラ川、昭初午に中学紬
、秋授要目といラ〃改五ぐれたんで〆け。白っとも改正

くれて、現昼にほ閑散グ’ラフピペラのはワいんで丁ヴれ・

ビも、辛目バ注意等項ハ第引二ほ、「敢か”るべく更瞬、
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生ノ港に適。切㌃も力を童、ゴベし」、そ牝グ；4とし工して、

「敢授の際、常に閲敬観念η表成に留意マベし、こうあ

’ノよしで、「関数観月η表皮に留意ブベし、』いんば、当1

時1ユ7“ラフほっさものビという、三一つにみん㌃，もってし、ブニ

かプで1マヴれ＾、”し力一し、当卵阜れいう川
二く閤卑に着くの小淋でというカ・、それを差れして

みクよしで、文却カは石ニノ細がい二とし）わ㌃乃つつ仁ん

でプ、いよは学習紬要領という川、あん仁川わ
qくていいく；レ、に細ヵ）いでマっ）られ。

 ㍑、こμ改正しユしμ㍗、歌学科敢後妻昼土
葬匁㍍／1う刀が文却．省力・らμして、この妥どい次っ

て承こえろとう、これがタ敢科善立つくろ人に、ニラいう

ユに左竜レてくれろ、荊仮は略しηけμも、二う
し＼う二とがあろんでブよ、「函散観念ノ表成ノ泣表プ掲ゲ

タ／レ！・孜学生微ヲ、融紅ルニ当ソ、、・紘似ルニきソー

ビいラのは、当時は、」社敬だ、代散だ、脅伺ρ、三角関

一致．だ、てラいラμ‘！に石工ノニε一加ザ川・つに、／っ〃

考文学」して・敢んろという名え。が差諺い二書っていろわ1プで

て。「画故紙ノ表成／注意プ掲ゲタ／レハ取帖般ヲ紛

ス／レニ当ソ画数観応ヲ中～←シぐら小フ月しクえヲ行フ
←キバ科学的桶神フ啓発ス／レエニ効了1レト芙二貫用。方函

二毛甚ダー肩効プノレ七ノブ1レゲ吉久プソ」そういラ2主一書ノつYあ

．フて、グラフが使われるよラにレたんでて・

木田 杯鶴！くん”人五／4坪のには一・・一・？

佐穣昭利岬ごマガ・、

木田μてて、これには「穿r研ぐら、1リ」いうη
が2－oぺ一ゾにある。それから 「総括反ビ補充」ヒし＼ラ中、

茅／3編に「関敬ノ値ノ批及ビー極木樋ノ」・。二．れがラバー
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ジ。だ一げと、更隊は二札乞敢えブ川で’、工・し工いの方だ’

カ・ら、参考刀た力につ／）ていκヴというllズ憩ピつ一

し／／て“寸ね。

任簾あ州町年でヤバころでしょう。
 二仙人工のころに、グラフヒし1フて工一｝衛らわ
、て関数、これ〃．ラ7左4・＜こ川／技や2柱ピほ
ち5っと無理だ’、／年生〃“、μんば、日．ヰ”輸
八が似に佐ってどういうふう1こ亥れたカ・とつ・、易
〃服灯在顧が’どう／lラ、1。うに麦わフたけ、農在

物、未の伺がとれ4・、そういう、1・パグラ7、専了る
し干れ皇！推して仇討ρグ’ラフといったわ1プでて。喰べ

物”成介表、みる川J今度は目柱船、どラいう催馴
佑が伺←ンずクあるとが、柚！）ほ碑カ、菓、米、4。

彼、目、露、ヤういうよラフ比較とイフいうも〃乞！存し

てブ’タフと唱えて、そしててラ／lラもれ用いて表似

れ㍑州峨〃ように、れヤラ／lつ仁わ㌃／）ノ〃
ろ紀計舳観察乞した結果を表にルわ了、ユ㍑に力
ら中ブビいラふうゾと、これが㌧般のセ読としてこれ
グ弓やろべくプといわれてあソましブこ、で了ケら、ユ石

ま易教科者にはてういうよ汀敢孝拷を・一…。

、未出払らの年配易ろし）はヤれよソェの人た弓ヵ、、崎門

学旅ル川ユ商考学技の文科へ主人以が純計学的弦
以して乃1ξ、独学で．、教学に鮒、舳る閑散概念をい

構ていψ1つ以力Ψソヱした、孝タに考．芳したごろラ
と私は想像レ．ユ了ね、その当時の紀計学の敢科者q、・紋

袈純計一㍑．枇老こう僻＜よいべ、グラフ．に仰ノ
ベージ左剖レ）ていろんで7ね、分徹の仕方、ヤうして請

文の発表のてん力告、て．れ力・ら看薯の中にも、たヒんば’
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分段表立老いてグ’ラフ乞考いて、見牝ぼ，千れて’I仙・ろは

イデ㌃んで‘子よ。それを！々エビ目じこと乞文章に1書＜ん

で‘ブね。どうしてプろラビ寄11■んに問いたら、「力べσ

い～て’㌃。つて、（笑）それ何、先生簡単にいい
迎さる㌃と忌った1ブμ’も、縮カていんばヤラいう二と

に㌃ろがもしれユ｛んね、あん㌃詳し＜こ…たこ’手着＜ん

㌃ら、ブラフも表もメニ専㌃し）わ1ブ㌃んで子よ、 どラいラ

斗1ヴで’了っ・ね。〃二〃中学徒で敢μれ数といラ・o

ほ、キ伸揖、れ群く二と仁’’ヴて’、どラして〃いラ

ことに㌃フたんだ’ろう。．明／治時〃㍉あるワんで’η・、

佐藤こへは偲匁していラんで朴．、・納当時の塔門学
校・中学校・南寄学孜の入学式、絞、木僻間覆ほ、・これこ

れの二とを考正明勺。て’’しょラ、

米田 訪チ星性だ1すのテストだ’、たもんね、

伍稀、来してグ’クフ乞幻1しり、それっ・ジ承久奉／／＼

極大極ノドを木、幻ろ・といラ問患は程度皇翅7力・け”

いといつ練うゲとご’、したがつて比例式独してお

いてソしこれの二とを証哨しろ、ヤういフ㍑うσ二と、
それ乃・ダ解／ブ、といんぼ「方程狂研ワ・て’I一しぶラ、

「／酬問、蓬皇解1フパ．’しょう。幾何ならば「軟風皇紬

よ■、「二札これのも川ベニ〃寸鮒紅の／貞、にあ1いて会

てる二と乏差正明せ1よ」とレ＼つたよう書問遼。

 当榊、ハくけ・中学校でほ、高崎学校、塔門学徒
1二）という二と、＼札るとレ／ラことが’、い工て’けラ

でTが、人仮の朱件で、うまくたくづん入れば、あし／つ
は非串川い敢買だ、小て“マぐ月給がでっ］二が’つて
し／ぐんて“マね。

米田し／よけ．い力ξ、は、月給カvがろ二げ’1ハ産
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うヴ仏ども。

佐藤 そラし1ラ時パでフグら、閑散グラフとし1ラ”べ石

って白、＼学試、敦に1硝化い、ちふうと1い川雁半、統

計と同ビよう・よ符過を付け．もいよブね。

未田私、一通、、1・学試、瞭にグラフれ仁ことが’〃ん

で子よ、それがθ．召和／／坪ηっ／2年。た侮均隼の生保の入学

試、駿問葱は、兵学枚の方が先生がたくでんみろがら、易

っちにみんぶ下るといつことに㌃ってあ・つらんて“てよ・

どラいラわけだ’ヵ・別々にっくらてれて、プラ7左一士、タ量し

㍑で7。〈パろ先生／佐藤良一郎砂川券書㍑
つて、中学枚の承楕乞見てグラフ敢ルU）ろ。簡単q
間愚やったんでブね。一グラ7左考！）て、‡すθ乞考／）て、

〈刀」二乞五、ていろξ、が3ミξるって、「こ牝は2次曲線だ1

～㍑Z次式で易らわぐれていろ、二の2次れ仙
L、一．木簡単ザとで似ρ二の問塵、tす、つっしいのを

水し仁といって詩判小・悪し1んでつ．よ。ほ力つの問遂亘につい

てはプれ毛文／川れいげれども、二の問題だれす’力っ
レレ化い＼､ニヒは、中学枚ご才レた引欣わっにい
い、才レハ中学校女年率菜し㍑に敢わ”い、／／れ
吏和らσ川ユずプが、いユ中1享枚4年カγら来仁のには二

んなのたちゃだ’、教科者のす’ワヒみしよいレ’やσい乍、

一、春だ．プ’カ1しいとこれ’ぐ叫／グー…。（失フ

佐藤い〃グラフ川腱で、当時、絃肩2久関数のグ
ラフて’ブつフら、これを二書ヵフレちとぐに、みん㌃二の極小

卓にσれくに、ム〃小っていろんで’子よ、（実フ割っ

セろと在の方はい／／ので了が一、下へ未ろととがっていろ。

こ．れは無理1篶いと1良いよレーオれと台ね。

 しカ1し、昭孝川初力二いるに．方眼紙とし1う州ユダ〃刎・
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噴重、貝フで、田舎でかハニフ’．ラフの八フ仁教科書乞使って

←、い工の方眼紙小官い力）うやらせ戸バ）つたて“しようね、

そして禁、心㌃人ほ自分で方眼紙つくソ‡し一ブルども、

自分でつく、け眼紙は、東隣生膿ユ不愉快で㍗、謄
写版で寸がら。七笑フ白ガ自身は、美濃却（亮吉）ぐんや

㌃ん乃）皇受ヴ持フたと（に、玉屋へ行っていい一方眼紙皇

買、てさて、これを切ってやったルでてよ、“’ム内て

んカペー組上の紐乏持ってレ1てそれを使フ乙しばし〔・ら、

あ〃人が’3年のkに転失し‡レτ1。ヤ”いに、幾ら

が石ノユレた力っら、干れ衛らい‡して後の牲皇やジエ

しτ二、ヤラいプとで了。

 ｛1ら、どラ台〃いラ新レい敢材を入れて住わでろ
というこ川川フ肘むずカフしいニヒで丁。たいカっら、、各

局に使わ”）で子よ、

米田丸よけし老い人、、木工の人で丁が’、1・ンがソー
に竹つアニヒでに、ノわれ。われ時代の中学才えと同じ内雇の号し

れやっていると／lつていユしぴ伽
函手ご』く孝血で寸つ・、

米田 ル年ほど荊て．．了θ

面子 先生ハ（ふラのあ語ピも、園づんにしろ、けっ）の

松れんにしラ、いるい先助力峨討に壊紬著って、
統計だケゼヤσく（、紐清荻学、伍穣㍑〃、訪で告、

掛谷けや何卯みノは興れ持ってし／らつしゃったかグ
でてね。。

 その依とレ1うが次の代、ある川衛の次の代くらい。
数学の誘はは、純計や伺カ1あエク壊昧手看μくゲん
だよラσ気がブるんですが……。

末田／フ肌〃ろ抽象代孜何他、急克口Jで’に発
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属しちや。たというニヒレやウいでη・、ち各つと’ユニ

がエレい語カ・もじれqい1ナれ・ともし）わ立てもらんば’、わ

れわれの学生時代、昭和7年とレ1うこ多は、名い牧学、

件伍してみ・ったレ中ウいでη・。だ介ら、イ仰新しい告

〃σいつ叱いって、予ういラ繊数れが紙れ例二
ち5っ絶自室使フてみたげれ以、やっぱソあエソみ
．もしろく㌃炉つたんレや㌃し）で’ブっ）。

佐藤痕わ＜よラ引継小“フった川ラニとがあノ
よ寸ね。

木田ヤこに抽象イ倣な〃、非串にばでに発展し工し
仁ヴどね、

佐藤国故知火が㌧ラど私が’ロンドンにあ、っ仁とでに
去られ二して、そしていうんク詰ノつ7う、でどう杉安川石と

カ・丘藤君と巾、高専師範圭た州収用散学に走る、一任
とい 奄｢ラことブろうρ」と質問づれ仁ことがあるんでT
よ。・そル1地粋散学で1化で械，が立たぬ、自分には

帥・桃、もう～レや”で仰σ。と、答κで了がね。

未田謙盈ぐれる方はそラみっし←い灯ね。
 たビ、、本当はこれいっていい舳・馬／）〃・わ乃・らσい

けれども、佐藤先生と寄川先生が仲がい・いのは、非率に

砂川美談だ’出ラ／しで’μ、私よノ少し吉／1μ〃
いうの！ユ、西方の南寄師範は伸長つっったで子ね。花簾わ

生たちの努力のみつフヴ’で、そういう偏狭σ考んは現在は

はとんどσ＜qつたで子ね、
イた藤  と思いますね。

米田 これは考欠字関株小一森フラ．ンクビや算し）で7つ）。

花環 弘け孝当に安八…ん仁渡辺ノ（一んも、そハ後、園二

んと力っみん㌃親レく、会えば李者に／〃舛荊カフら知って
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いろJラσ感1し’で、非串にざつくばらんにいうん㌃話、

しよしたね。

米田これ1よ佐藤先生パ’努力η川・ヴ’でブね。

佐藤 努力も何もしエ七ん、．たヂ自然めよ工（’’、これは

本当に＼自然ピつ仁でて㌃、努力台狗もしエセ1ん、

米田ヰ生学問勉強仇は、〈バフ七いくんで仰、
佐藤と円いよすね。しカ1し、やっぱノ安1リでんといラ

人は親切σ人でし仁。

、Φ平米眺生の二るはπHごハンターσん以ヤツ
にσつたんで子か。

米田流んぢて“7．

1φ平 ヤう7ろと一む生あたノ’が．幸徒て“了カ㍉

佐隊タソスタノレば？

米田説”がったでて、
佐藤セれわれのとさは、パ飲のチ手書というヒ、来語
で’ ﾎ7ソスタ1レ、 ←ドノ＼ンター、それ力・らフランス語てい

は七レ、・そ〃1らドイ／ηウエーバー、これは㌧フ
と．たさ也さて㌃んで1した1才れども、そ牝でもやっぼノ私

亡者崎右。孝屋で2竹川ピし日カ・、買いJした。友人で1

も買っ㍑い汀乃1ら。

 微勅＼はウィンブムノン、ラム、そ～1らチプバー

とがク’／一バーと炉いラのの「フールンパ／ソッレ
レ白ヌンク。、こルけて～、い〃雁率のことを紗
ていわ～なくσフてあれ左統ノしで号利二した二とがμ

んでマJ。

米田私はダ／レーサー、フランス語〃ネσんで7仏ヤ
れを来語に．派したやっをノ五ノ流ヱくれた、こんべ！’種

の。敬典みたいにいわれたで．ブκ、
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松千 一金却託んだ’わ1オレや㌃い1ブと㌧一一一。

佐陳私は正真いラと、あル皇統み仁いためにアテネフ
ランでべ4月乃）ら更ゴで3月くらい透しフて、だ’がら読ノむ

こげブは、考統はで衛いごブが、たヂ見て意柵わ
カ）ろ、〃グ／レ千は、
米田レよ／／に・これは翻多足て流・んで｝ダメIピ、フラン又語

で統〃いわルて、半分はと銃4ヱしたが、一亙パ身
知ってレ）るカっら、詠んで缶フランス誘へ七グらぬだ’ヴで1

いいいレ＾川っと、弩って允中でやバやった。川・
1ブでフランス語は抑フらかプれ〃、着いて石ろ二と、

しゃベフ1てレ1ろの奏聞いて、フランス語しゃべつてし1る

σとし＼ラ杜度はわカ・るノしでブね。スペ／ン詰じゃクい、

フラン又語だといラニと1ユわ乃・ろ。（失ノ）

面平 オ公矛先生というカはフラ〉スがら帰られ・仁ん二でし下

刈）。

木田 えん・、フランスに†ゴつてでたんで．7、ぢ力・ら、フ

ランス語で託まσさ作に芒ものぢ』いうんでてよ。

伍蘇 笈浴づん七フランスで’。

末旧 璽谷づんはいよも工1元気で子力・。

椎篠＾で’てよ、あ舳生石一気でてね’、いまもって新
しい論文孝いて、

松千・あれ防ぐんてい子か。

伍簾坊くん、あ吋は人に複1ブて。

未碩〃方六1手で同匁生で’ね。

一伝説でてヴれども、／～21左号う秀1才、璽ふぐんとも

ラ／人、柏木づんた“った力っσ、2一人と百石秤完皇に残って

酒ば力・ノ飲んで．’、相手の方は酒て“71∫これで死んブといラー

布、記心残、ていよブ杉。／．失）
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佐藤 隻谷くんは二．高では辻工人（んピュ同級生て“、2。

人付が細つつブニという詰。

米田 辻。づんもJく仲の馬い人心劣ったといラ評判でブ
ね。

佐藤 理工学却へ竹って七牝わ牝一緒にいブこでしょう。

けろ、どラもμゾ…一、しつ・し一柵て、州（足利
ぐんと園くん、この人が東・束へ学会べあって采ろとうの、

両方と、ちにレて告、片方グ何時の汽車に采ろという二

とを聞く合わせて、＜れで列車室童えるとレ、ライ久説がイス

わつブニでマ、（笑）

木田それはノ岩いいごしょうね。
雌’．それ～、廊下て“左フて一台一向あいぐっし㌃いと

が、そラいう伝説は伝わってい灯。やクはノ僻く㌃ろ

ヒてうσのかσと．もラて。

木田とにづっく非常に伸が馬／／ヒ／／うラわくは獣毛知

ってレ＼よレた水ユ、

面子 あヒ、亀四真治劫ぐんとか、そカ迦、ρ方が…・一・θ

木田 真按存じエッてい官いんで了が、亀田くんは伺カ・

吏尺でμ／時肱ノ湘鰍孜惰をぐ㍑二とを覚え
てレ／汀よ。日本散学会主催じ’バつっつ㍑“刊っ。

松千桐・あソμ帥、わいたは㌧
米田 亀田づんが、／〆抽かの国勢調至一・…。

而平木震災の俊でブね。
末田ルをやら㍑ということは〃しわれにヒって非

率に川力Ψい柳で、学生に必ず二の仰ろ二とにし
ていろんでて、

打当時は、亀膿んは純計杯た“1たんでマガ）・
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イ征藤局長レや㌃い。簡易併陳。局。

未田国多調査のか碕仕れ’汀くて、顧問猪で’村
ノに㌃フたかナご了っ・。

 それうっら、孝之学水身秀が目手紙計学会1二入っていて諺し

学衛η依って〃つμいう詰に慎んど了が、こ
れもぜハみ詰しレてあ・さだいと思、て未亡んご下。

 帥脇し打ヒ、紬で非率勤ご・未うれ仁磯脈五
は、た級の人ば牧学の人レーいヒ．巳って！／るんでてよ。

研先発表ぐれ仁川ユ聞／／仁こ”いピ了プμも、ディ
スカフンヨ／ばよくやっておられトで↑㌻。人口紙計、

佐清純計川鰍の人たちと舳雀頬の二とをいってみラ

㍑ブね。 ’ ．   ’．一
 森散樹ぐμ・千ラだったんビや㌃いで了グ、！はでも

牧理紀計、石州1仁“ようにいクていろ人だい中て1
森ぐんだヴは別ビといラ人台い5・了れ。それで森づルほ

どラいう菜績があフ仁力が、ノ念の仁カ内海てん（内海序

一触風た敢後）に舳てみたんで了。子ラし㍍、わ
しょク汁菜高木の／ト島（箪）抑よく知一でいるとい
うので、／l・島ぐんに電．話つっヴて聞いてみたんで了。．

 ／l・島くんは非牢に親し卯フたそうご、工雁に訪レま了

ヒ、元ほど話しは一〃忽官〃を剖・れて、．絡靖紙
訂、社在純計の人いが4ん㌃非串に朽にσった、そ
れで森｛んの一春、μ枇孝という川、戦後、純計孝
更ノ会の季買’として糸た計例虞の一再ン建に努力して、そして探こ

年目雄菜倣、商品梢、秘械、二州フ汁つ
㍑が、森くんザ春木域菜積ブといってゐ・らルたで’
寸ね。

両手 私も森ぐんが却余辛で庫象か類ハ季夏に余ユして、
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イのとさ仁“けでて、森でんにあ日に刀）がフたのは、物知

ソで、大変な人でしたね、

未田統計官保として1片の当時一未伸カ方ブフたと
1卜島くん合し、フてみられよし仁ね、爪一レーの紋計学η

れパれで神、留学中には、ユー＼／レヒが木㌧レー
と全クて、交際、レて川れ徴うで子ね。

 比はどの磁野先生が．こういう議誘やフて刈れ州ユ、

私は非常に記I胞に残って歩んで子ね。

 ㍑当卯程請紋訂の㍑れ便ラ孜学は、時系列、
周榊れやろことが非隼にてす一がしい、一れず行
い、一春た辛帥序デクたらレいで仰ρ仙帖桝
ソ丙争祈して も、 そグ）浪を一持つ てその次にどう㌃ろ力っ、）反

皇利用レて予測がq乃1㌃か当仁ら㌃いんて「ねクし）ろい

ろ議論仰一フーいっている員に、雄子ぐノしが教学の

人だ’というごヒ左知フて刀・知”いで分知らか才牝ども、

腐野ぐんがいろいろt／＾力？しい式を使ってもうユ＜当て

はまれい川う。そ㍑れパ有川と川、一本
卑他打法がいいんレー川・、真紅’追ばしてれら
ど〃’い、それで’ぐあい細っつたら㍍直すということ
はどうだ一いとレ／った5、石みそうだ’、ヤラだ’というよう

アよ二とに㌃つて、数学の允真があんσ土とし＼フて工1かし

いσヒ’ �ﾂに、孝当に散学〃〃一い、散学左身が
一一 _その当時はその程度だったんで7ね。
 そラし仁ら、森敦樹ぐんにしうそ〃化の方々にしろ、

セつ力1く牧柵、レれても、ヒ1丁ノ〉流てm祉会紋抑
づ1引っう‡く川・“1つたんですね。木雄、六標オーでは

いとうよくい川いでしょラ、掴んで人擦オ乏阜〃と
し＼うことばでぐ‡てんよ。結局、保夜会者」とが宮ノ7テと力フ
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でっくってし工った㍑について弐’左当て〃ろとがど
うとがヒいうよれことでマね。

 しつ・し、丸、け統計学会に入れてもらって、左く場

圭いψこラに来たようで層1舳が鳥カ・小んで’I㍗ど’
れ、し力・し、濃レてむだカ議・訪、一走だ’な府1得レてあ．られ

ろヒ｝もわ㌃がったのは、’ノド学椎時バにノ原風があろんてい

寸。私、／ト学校れぐに、臼才で物ホカ国勢調査戦
ったんで子よ、何年生ビつトヵフ忘ルよし一グれども、」二

組生ピつたんどしょラね。牝長先生が朝の訓話れぐに、

「今度／パ／θにθ孝ご効力て国勢雑とレ／ラ㍑をや
る。佐昇の国々ほ、文明風は、目孝小’予んσノつば㌃ニ

ヒ乞やれるかどうグ左昼レてあ・ろ。ぜひ／／らばにや”

ぐやならぬ、それで’、束へ帰ったらみ父でんやみ母てん

に腸カマるよラに中レ」二1ブqぐい」 と。

 どういうこ一ヒをやろつっというと！ヤ刀辺一‡でほ私は

ずっと緊張して聞いて工・つたんで丁ね。象に何麻の人べ

何人μ、劣が何人〃、ナは伺μ1ろ、機知卯’、
わいう二と乞間差！1㌃くかすろんだといラんで’、伺練

そん官二とか、た一日れだヴの二とにどラして佐希じ
ψ州、騒ぐんμう、（実ノ目孝がで’衛かてい衛／1中は

んて、不亀議とし5うへ㌃つっつたでてね二

 先’生．に質問しけし印つけ航てσし・で了ヴμ’

も、柱、質問し（影生疹ルれ竹フた〃一／1
で仰ね。長い淋，も議に思って芦つ影い印象が残っ

ていよ何ら、目孝純計学会に行って、／・0ツヒ〃”

ほど、むす力）川κ乃ヒいうことべ州っつたんで’π、

 てい仰ら、、㍑後、数理派だ佐会派だ’川フてえ川

激訪州っピいラ。．あ〃ぐ、私舳川ラ議訪に
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カψ・ソ日＜㌃つ・つたで了。．力）フてに末1州スれほ散瑳派

μ考えて糺た人が〃らしいで了ヴれと〃口金寒1
そラいラこど1二はタッチしσケつたでて。し、よドにヤう
，込っていよ寸ね、

 危ぽどち5つヒみ話に灯二内海ぐんとが、あるいテ人

た．ろM完レて＾れることは、私流川んば冴阜州
唱学切先してみられて、われわれは壮毒の分伽幡
ラんぢヒいうこ↓をいうんウ人にいってい歩んで丁ヴル

ど’け1ヂれ’、㍑母集団という青菜が気にルカと

いうよラな人μけソ江川。（笑ノ子侠のと“印
象といラ川た尋ていれρで刊・ら、松千く／レ熱心に統

計桐をいフてルれ打ね。わいつピとは木孝q
二とで子よ。

松千 それはそうで’丁れ。

佐藤先ほどの在線で左はセヒいラ方法で，逐い水し仁、

という川工、時系列左往舳人が注目レ婚れ川何年
ごろご了が。、米の伍段が帥1“リニベろんてい、それで’趨

勢米価」といラやつを束力で、こ一札以工工1ブちやい力つ忽、

1二1ブちゃいかぬという、こヒに㌃ク仁んでし5ラ。だ’カ）ら、

、ノ趨勢末イ画ヒいう言・葉がひとこラはやつだで了な。未躍動

の．俊ヒ，乏し、よ了小ね。これち5つどいエ伺がで調べてみ

よし5う力つね、ヤれで世間の人わ主目下るよラに書ソ、

そ札ヵ・うわれわれの数学敢室一で、み柔微み話にごんが話

題に㌃つ仁二とがあろんでてよ、
 μ何年ごろごレ歩う力っρ、米、騒動がみつ仁のは、炉一

年でブ力・。そηど｛は、末、駐動は畠ムがら延こったんで

7。

木田 あれも、私、ノド学校のとくごマよ。在に伝えらル
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るよ篶乱暴ザピ｛がつはてよ、伺いラ／lラ
騒動匁起二そラということ星目本刀人バ気がフが㌃いと

（に・ち5フとし仁、駆動がしあったんごて、ヤれがはん。

巧5フ と力……。

イ蛾それがμ3Mラちに全国に広がラたんで仰
州、

米田 で7ヶら、地元ではよほビ木さク、躍動た“フたんだ’’

ろウと想イ象寸る人だるい工丁ヴルども、木し仁ことqが
っだんで’ ｪよ。

佐藤そ札は火元はたレたこい篶／1。
木田 だかザ火元の家の人が並一年、思し1才、話とし亡新

聞に老し1でいるのを統んピんで丁ぺ、朝・一目新聞の人にヤ

〃時のニヒを話しら。や一とこれで’知杜順羅を傾
ぐ二とがピ汁といって、傍棟左手1デ’て刈れ’Tね。
そノし㌃岩し美㌃ことレたはT’’σいんだ’、吾し豪なニヒ（れ仁

ばずσい、末ノ君が打石二暖しに澄フて袈ρ仁でに㌃フr二と

いうよう㌃話σル仁’ヴルども、柵・新聞祖つ・人ブぐに着

いでるρ船に米を創｝を見て排干〃・つ〃ヒうが石
免役1ブ仁といラ〃J孝当ワんで子よ、石技げ乍ことはノ碓

カつだ’けれども、何ラ復喜σし）んで一しょラ。穴の程度刀、暖

で仁㌧仁んご子よ、

佐縁し柱、〃じは、秦末で私、亡楴つピろで丁
が、当時は米の値段は、／円につさ／竹で子よ、幸初艮

皇持つだこ何、／円につ（ラ作’つたていU、（夫パ
れ力・ら、Z升女、会とか2升とケ／希ケノ合と乃・いフて、と

うとラ／円でz升の采が買えσくケフて勃発したよラに

脈ていηヴμ㍑。
米田 ／升買し化いう言葉が石ノユブ相、
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佐隊 ε一ヴビ、ヱあよ易木屋ご坑ろとくは、・／円につぐ

何イ・ヒ者いてあフ万で㌃”／形1ゲや”で7。
仁しつ）、／円乙“2一升も買え一クく㌃つブニ。し）わけソンフレ

でてがう、た“カ・らい家賃ぢ’一て予うで子よ。私バ／パ

伽銭ひフた荻カ・’、ユ年ばと’で川口つにんで’柱ら。

ヒにかく夫小μ・’つててウいバ、騒動でしよう。

 グご〃度は未／1疎譲地いったよラμのがてい（て、

れば趨勢米価といういがで江川、私1一ユこ舳一
遮／衛フの才を調べしてみましょラ、未、騒動で統計は時禾列

’いい’

米田〃㍑、卓隊が水動し仁、
ノ礁そラい元ば、神戸では単鮒主動レ仁んで仰ら。
面平洲中学れ（倣官似て柵包符フて、峠ノ。
に肉ヴて例つさ釦映ぐつ1才付られて、二方引帥σ
い国ヵっと思：フ仁とレ、ラことをいフてい二したね、

米田 私力知ってし1ろグ住、二の人は少肩の時イヤに甲肩

の左隣にあ㌧㌧ヤれで’やつはソ米の唐”管傭を布でら

牝て、どんど’ん暴徒小兵まって（て負ヴそうにσフだと

し、うノしでてね。（失フで、何カ・ロチんがして．、荊右って兵

隊にし＼フてユ’いて、／はラソパだヴ吹くが5動くUと
し＼、でふいて、定警ラッパ丈し1たんζ’’みん㌃地ヴ’でくル

て、（笑）本当に命拾いしたって。ヤれくらい隊悪鮎ル

だ㌧たで子ね。

伍縁自由未／面にレて、了れやつばノ木商、秦末で了

以1M未穀商、阜ブろに当時ば〃ででヤンブ’ルでT
つ・ろ、技機先買でしよう、台う／眉／θ吏／わるという二

とで。そして干れ力リニが’ろヒ、もうがら、みμ以し惜し

みヤブろご1し8う。 そしてσつ・な乃フいラんα台”力＼’高くσ
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ろ員で’、米の値段高くてれ月とす’つヒ考しく㌃ろ。

〈μけ、州｝κん米の姿がれく㌃って・ミ〕フ
けでブよ。こ札じゃ力）剛1ぬというノ）で、騒ぎ始力εと1笥

し＼よ↑、

 仏ハ柳星、紀州ヰ島の井串にへん6へなヒこ考で白、工・

乃）λくん仁ち／1、米乞手此ってし）ろ家一へ勺って、 ここ刀米虐

・衛1プろ川フて血った川ラ語で7、束末で’も、弟荊
忘ルブニでプ1け、ソしが買し／舳ていろといラうわぐが
ゐった（／、未阪で←、だYしとケ小買レ、占ノ）丘やって木イ：詩

1プしていろというよ篶話小あつ仁ソしハて、木（な
蔦羨ざ’で’レ・仁．’㌃、フ

．米田その趨勢といラノ川、い業ていのやう丘追ば’し仁

やっ互趨勢ヒし）ラんでマが。

佐藤未佃をやるレに1凋勢は、私動予均で追はマん

ブ，’ぺい汀1こ糺けし調べてヂレラ・け仰
重0千クフで’でフたように，迅いよ寸。直糸象丘は’‘Tんでて1は。

米田 インフレハ孝呈度ノ）線ど示し仁人レでしょラね。

佐藤と思い‡’てね。

 それ乃・けう／っ、当時小は、人〃舳も㍑し
甘μも、夕＾シソイ、タ竣閑散ψ項枇仮定
しよレて、そレてそ林純率／ト自乗犯やって、予れ
を左ぱ、して予想η、てういラ考蔵が支四乙舳’、たで’

ブね。予ういラようσ印象丘私持ってし）ろメノでてよ．。

米田 磯野ぐんが乗後に直線でやれといったいも、予
う・いうよ市議牝’フ戸／しご了∫ρフーソエー解析し仁
やっ使う乃・一、1衆tのと一こ一うで’多硬式乞亥ては力bかやの

他いろいろ、みんワ条）惨たんして、てんで1二腸予にこ

フぢ柿がいいヒいっていけでマれ、どフち台自い
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σい。

椎蘇ゐれ1腕1怖三（んがンカコ’入学に留学して、千
レてパこ乃・タ帰っレでに、吋系列の仇力つどいラ。

数し二したね。単行在公したて’下よ、ち5つけ荊も
灯二。約リ・づんパ糸列、恐らく社会禾の純計勅では、

時系列主徴学的にという卯、散理的に扱フた〃、〃

人州舳てレ仲㌃い舳と，、もい汀①ル、ギ孝気循環の
研冠、か。

米田〃府衛茅／狐戦後㍗うで子ね。
伍蘇そラでブね、第／次木戦後、

米田で㍗つる、新しい研究で子ね。．

椎綬熔）lkんは昭和の初句でしょラ。納例年ブろに

σろ炉軌伽）ギン又へ行く荊だ’つUラに思いユ了
篶。景気循環舳’完、これはパブ’で、だれでしr・つ・

人〃前もれユし仁け牝以、これが中心に包っていk
で7ね。

米田先生、小倉・金助ぐんとパ合わねレたが。

椎簾えん・ル川で一←長州司親レく㍗合いよ
し仁。

末田 ノ1・君倉え助くんの何方・乙随：社力っクムし仁：経済何と

帖鼻ヒいう乃み刈って有が低！1才、あれに時禾列研

舳ニヒ性ソ詩しく1ずいぶけにれμラでてね、
佐撮そうでしだがね。私㍑η人乃統計は「紋訂白獅
究法。で一一、

米田 くどい一季でブね、親切σ、c幻

佐隊いういハ材紬……、あ伽木工／坤で、頬老
仰い肋で仰ら。れから中考学徒で．関牧グラ7、
それヵつうI、予れに合わせて蒜、計的σ賃料を教学に取ノ入
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れるヒいフブこ5れユがいわれ㍑のでη、っら、〃
辛が当卵中学枝の先生、紬学技〃生に紅れ、小
1享枚の先生にも読‡れ工し仁ね、

面平川小’とうご1ざいよげ・
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